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ロ
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の
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内
部
」

サハリン1で掘削中のYastreb（中央に立っている掘削リグ）（撮影：本村眞澄）
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ガ
ス
プ
ロ
ム
の
概
要

１
　
生
産
量

具
体
的
な
石
油
・
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
そ
の
国
内
で
の
活
動
状
況
を
政
府
と
関
連
さ
せ
な
が
ら

考
察
し
て
み
た
い
。
最
初
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
グ
ル
ー
プ
を
取
り
上
げ
た
い
。
序
章
の
表
２
に
示
し
た
よ

う
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
ロ
シ
ア
最
大
の
売
上
高
を
誇
る
企
業
で
あ
る
。
表
３
（
二
○
○
三
年
以
降
は
統
計
そ

の
も
の
が
な
い
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
従
業
員
数
で
み
て
も
第
二
位
の
大
企
業
で
あ
る
。
近
年
の
実
績
で

は
、
ロ
シ
ア
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
七
％
ほ
ど
を
生
産
し
、
輸
出
の
二
割
強
を
占
め
て
い
る
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
グ
ル
ー

プ
を
牛
耳
れ
ば
、
レ
ン
ト
の
一
部
を
私
的
に
流
用
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
政
治
資
金
に
活
用
し
た
り
、
情

報
操
作
に
使
っ
た
り
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
グ
ル
ー
プ
の
支
配
を
め
ぐ
る
暗
闘
は
ロ
シ

ア
の
政
治
・
経
済
を
理
解
す
る
上
で
最
も
重
要
な
視
点
の
ひ
と
つ
な
の
だ
。

ロ
シ
ア
は
世
界
第
一
位
の
天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
量
と
生
産
量
を
誇
っ
て
い
る
。
二
○
○
六
年
初
め
の
段
階

で
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
保
有
す
る
油
・
ガ
ス
田
の
ガ
ス
埋
蔵
量
は
二
九
・
一
兆
立
方

に
上
る
と
、
ガ
ス
プ

20
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1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

ロシア統一エネル 1,000.0 1,000.0 697.8 － 668.2 641.5 622.0 
ギーシステム*

ガスプロム* 398.6 362.2 278.4 298.0 308.8 300.2 295.5 

ノリリスクニッケル* 151.3 133.7 115.0 102.7 96.0 89.4 91.2 

AvtoVAZ 111.7 111.5 110.3 111.1 210.0 119.0 121.6 

GAZ 107.5 107.8 107.2 109.5 107.1 85.9 77.3 

ユコス* 102.0 100.0 93.7 102.3 86.3 120.0 100.0 

シダンコ* 97.3 84.2 80.0 － － － 29.0 

ルクオイル* 94.2 100.0 102.0 120.0 128.0 140.0 150.0 

スルグートネフチガス* 80.8 76.7 77.4 669.5 86.4 91.5 98.1 

タトネフチ 75.0 65.5 46.7 46.0 50.2 54.1 56.9 

ロスネフチ* 70.0 62.2 56.1 47.5 54.6 51.8 58.6 

バシネフチ 60.9 56.9 － － 44.1 54.3 46.4 

KamAZ * 58.2 58.0 49.5 44.6 50.5 54.7 53.0 

シブネフチ 58.0 56.2 47.0 42.3 38.3 46.1 30.0 

マグニトゴルスク 55.5 52.9 27.8 32.4 33.4 33.8 34.3 
冶金コンビナート

チュメニ石油会社 * 53.7 49.1 39.6 32.1 60.9 94.8 81.4

表 3 ロシアの主要企業グループの年平均従業員数推移

（注）＊持ち株会社で，持ち株会社傘下のすべての企業が含まれている。
（出所）『エクスペルト』誌の売上高ランキング200のなかから，従業
員数の多い企業グループを抽出した。 ［25］（1997）No.38, p.51,
（1998）No.38, p.21,（1999）No.36, pp.65-66,（2000）No.37, p.71,
（2001）No.35, p.95,（2002）No.37, p.135,（2003）No.36, p.107.

（単位：1,000人）
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ロ
ム
は
み
て
い
る
。
一
方
、
ロ
シ
ア
の
天
然
ガ
ス
生
産
量
の
推
移
を
示
し
た
の
が
表
４
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
天
然
ガ
ス
生
産
量
は
ソ
連
崩
壊
で
、
一
九
九
○
年
の
六
四
一
○
億
立
方

か
ら
九
七

年
の
五
七
一
○
億
立
方

ま
で
減
少
し
た
が
、
そ
の
後
は
回
復
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
表
５
や
表
６
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
生
産
量
は
ロ
シ
ア
全
体
の
九
割
弱
を
占
め
て
お
り
、
ほ
ぼ
独
占
的
状
態
に

あ
る
。

今
後
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
自
体
の
生
産
量
の
伸
び
は
鈍
化
す
る
と
予
想
さ
れ
る
半
面
、
独
立
系
ガ
ス
会
社
の

伸
び
は
五
％
程
度
と
大
き
く
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
優
位
が
相
対
的
に
低
下
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
ガ
ス

プ
ロ
ム
は
二
○
○
七
年
か
ら
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
天
然
ガ
ス
輸
入
を
急
増
さ
せ
、
天
然
ガ
ス
供
給

に
お
け
る
主
導
権
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
な
お
、
独
立
系
の
な
か
に
は
、
表
６
に
あ
る
石
油
会
社

も
含
ま
れ
て
い
る
。
石
油
会
社
は
随
伴
ガ
ス
の
販
売
や
天
然
ガ
ス
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
後
、

ガ
ス
プ
ロ
ム
が
支
配
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
へ
の
独
立
系
会
社
の
ア
ク
セ
ス
権
の
公
正
な
確
保
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
ガ
ス
埋
蔵
量
は
比
較
的
多
い
。
二
○
○

三
年
四
月
、
ロ
シ
ア
と
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
大
統
領
は
○
四
年
一
月
か
ら
発
効
す
る
二
十
五
年
間
の
ガ

ス
部
門
に
お
け
る
協
力
協
定
（
二
○
○
四
〜
二
○
二
八
年
）
に
調
印
し
た
。
同
協
定
に
従
っ
て
、
ガ
ス
プ
ロ
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ム
（
正
確
に
は
子
会
社
の
ガ
ス
エ
ク
ス
ポ
ル
ト
）
は
○
四
年
に
ト
ル
ク
メ
ン
ネ
フ
チ
ガ
ス
か
ら
五
○
億
〜
六
○

億
立
方

の
天
然
ガ
ス
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
購
入
量
は
○
五
年
に
六
○
億
〜
七
○
億
立
方

、

○
六
年
に
一
○
○
億
立
方

と
し
、
○
七
〜
○
八
年
に
は
六
○
○
億
〜
七
○
○
億
立
方

に
急
増
、
○
九

年
に
は
七
○
○
億
〜
八
○
○
億
立
方

と
す
る
こ
と
に
決
め
ら
れ
た
。
○
四
〜
○
六
年
の
名
目
価
格
は
、

一
○
○
○
立
方

当
た
り
四
四

に
設
定
さ
れ
、
そ
の
半
分
は
現
金
で
、
半
分
は
装
備
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
い
う
バ
ー
タ
ー
で
決
済
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
の
間
で
も
同
種
の
協
定
（
二

○
○
三
〜
二
○
一
二
年
）
が
締
結
さ
れ
た
。
○
三
年
五
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
協
定
に
よ
る
と
、
○
四
年
の
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
天
然
ガ
ス
輸
入
量
は
七
○
億
立
方

、
○
五
年
に
は
一
○
○
億
立
方

に
拡
大
す

る
予
定
で
あ
る
。
○
三
年
夏
に
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
と
の
間
に
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
ガ
ス

輸
出
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
果
た
す
契
約
が
結
ば
れ
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と

は
、
○
一
年
に
一
一
年
ま
で
の
政
府
間
合
意
が
署
名
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
の
国
営
の
カ
ズ
ム
ナ
イ
ガ
ス
が
合
弁
会
社
カ
ズ
・
ロ
ス
・
ガ
ス
を
設
立
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ガ

ス
の
ロ
シ
ア
向
け
輸
入
買
付
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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2001 2002 1） 2003 2004 2005 2）

166.2 514.4 426.8 378.1 583.4
512.0 521.9 540.2 545.1 547.9
10.2 10.6 11.0 11.1 11.7

282.1 283.5 291.0 292.1 307.0
126.9 128.6 132.9 140.5 156.1
39.6 42.3 42.6 52.5 76.6

500.0 818.2 1,786.5 1,013.6 1,401.5

474,471 604,853 780,613 887,231 1,231,262
164,919 109,044 207,555 211,593 358,144
71,928 52,639 129,671 161,084 203,439

1,559,354 1,574,060 1,707,213 3） 1,851,961 2,964,323
321,059 336,431 275,756 200,355 197,381
198,877 282,803 312,597 459,534 704,191

の業績推移

ている。2003年の会計報告の変更の結果である。
の数値はそれぞれ，305.7，153.2，65.7で2004年の「年次報告」と大き
く変化している。

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

601 571 591 592 584 581 595 620 633 640

（単位：10億m3）

www.securities.com.

（石油随伴ガスを含む）
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ガスプロム・グループの生産指標（10億m3）
ガス埋蔵量の増加
ガス生産量
コンデンサートと原油の採掘量（100万トン）
ロシアの消費者へのガス供給量
欧州へのガス輸出量
NISおよびバルト諸国へのガス輸出量
ガスパイプライン利用状況（km）

公開株式会社「ガスプロム」の財務指標（100万ルーブル）
売上高（付加価値税，物品税，その他類似支払いを除く）
販売利益
純利益
純資産
短期債務
長期債務

表 5 ガスプロム

（注）１）2002年の指標は，2002年の「年次報告」の類似指標と異なっ
２）2005年のガス供給量および輸出量に関する2項目の2004年
く異なっている。純資産も会計制度の変更に伴って，大き

３）2003年の「年次報告」では142,623。
（出所）ガスプロム「年次報告」。

1970 1975 1980 1985 1990 1991 1992 1993 1994 1995

83.3 115 254 462 641 643 641 618 607 595

表 4 旧ソ連・ロシアの天然ガス生産量の推移

（出所）［61］（2000）p.323, （2003）p.361,（2004）p.379,（2006）p.399,
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２
　
輸
　
　
出

表
５
に
示
さ
れ
た
よ

う
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
欧

州
向
け
の
ガ
ス
輸
出
は
近

年
、
順
調
に
増
加
し
て
い

る
。図
１
に
示
す
よ
う
に
、

ド
イ
ツ
へ
の
輸
出
量
が
最

も
多
く
、
つ
い
で
イ
タ
リ

ア
、
ト
ル
コ
（
こ
こ
で
は

欧
州
に
含
め
て
い
る
）、
フ

ラ
ン
ス
の
順
に
な
っ
て
い

る
。
ド
イ
ツ
の
毎
年
の
ガ

ス
消
費
量
の
ほ
ぼ
四
割
、

2004 2005

ガス採掘量 構成比 ガス採掘量 構成比（％） （％）

ガスプロム 545.1 86.0 547.9 85.5
NOVATEK 1） 20.5 3.2 25.4 4.0
スルグートネフチガス 14.3 2.3 14.4 2.3
TNK-BP 2） 10.9 1.7 8.7 1.4
ロスネフチ 9.4 1.5 13.0 2.0
ルクオイル 5.0 0.8 5.8 0.9
ユコス 3.4 0.5 2.0 0.3
シブネフチ 2.0 0.3 2.0 0.3

ロシア連邦合計 633.5 100.0 641.0 100.0

表 6 各社別ガス採掘量

（注）１）有限会社「石油会社・タルコサレネフチガス」，有限会社
「ユルハロヴネフチガス」，有限会社「ハンチェイネフチガ
ス」，公開型株式会社「プルネフチガスゲオロギヤ」の採掘合
計および NOVATEK自身の生産量。

２）閉鎖型株式会社「Rospan International」の採掘。
（出所）ガスプロム「年次報告」。

（単位：10億m3）
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輸
入
量
の
半
分
が
ガ
ス
プ

ロ
ム
が
輸
出
し
た
天
然
ガ

ス
で
あ
る
。イ
タ
リ
ア
は
、

消
費
量
の
三
割
、
輸
入
量

の
四
割
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
に

依
存
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
欧
州
へ
の

ガ
ス
プ
ロ
ム
の
輸
出
量
は

増
加
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
そ
の
シ
ェ
ア
は
わ
ず

か
な
が
ら
低
下
し
て
い
る

こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
欧
州
で
は
、
一
九

九
八
年
の
ガ
ス
指
令
に
基

づ
い
て
、
二
○
○
四
年
ま

0

5
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15

20

25

30

35

40
（10億m3）

オ
ラ
ン
ダ

ブ
ル
ガ
リ
ア

ル
ー
マ
ニ
ア

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

オ
ー
ス
ト
リ
ア

ス
ロ
バ
キ
ア

ポ
ー
ラ
ン
ド

チ
ェ
コ

ハ
ン
ガ
リ
ー

フ
ラ
ン
ス

ト
ル
コ

イ
タ
リ
ア

ド
イ
ツ

2003
2004
2005

（出所）ガスプロム「年次報告」。

図 1 ガスプロムによる欧州（トルコを含む）各国への
ガス輸出量の推移
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で
に
産
業
部
門
の
完
全
自
由
化
が
各
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
○
七
年
七
月
ま
で
に
産

業
部
門
外
の
民
生
部
門
で
も
完
全
自
由
化
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
欧
州
ガ
ス
市
場
の
自
由
化
に
関
す
る
Ｅ

Ｕ
指
令
が
○
○
年
八
月
に
施
行
し
た
の
に
伴
っ
て
、
全
ガ
ス
供
給
者
に
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
へ
の
対
等
な

ア
ク
セ
ス
権
を
供
与
し
、
第
三
者
へ
の
転
売
を
禁
じ
た
仕
向
地
条
項
の
撤
廃
に
よ
る
ス
ポ
ッ
ト
市
場
育
成

政
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
q
第
三
者
へ
の
転
売
を
禁
じ
た
仕
向
地
条
項
の
撤
廃
、
w

ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
供
給
契
約
で
適
用
さ
れ
て
き
た
、
消
費
さ
れ
な
く
て
も
供
給
を
受
け
れ
ば
支
払
い

義
務
が
発
生
す
る
と
い
う
「take

or
pay

」
ル
ー
ル
の
撤
廃
、
と
い
う
形
で
、
需
要
者
主
導
に
よ
る
比
較

的
弾
力
的
な
契
約
締
結
を
可
能
に
す
る
。
こ
う
し
て
Ｅ
Ｕ
各
国
は
ガ
ス
供
給
先
を
多
様
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
だ
。

Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
へ
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
必
ず
し
も
積
極
的
で
は
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
な
ど
の
ガ
ス
代
金
の
未
払
い
問
題
が
あ
る
。
二
○
○
三
年
末
で
、
ガ
ス
プ
ロ

ム
の
か
か
え
る
ガ
ス
代
金
債
権
額
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
一
八
億
六
○
○
○
万

、
モ
ル
ド
バ
一
○
億

、
ベ
ラ

ル
ー
シ
一
億
二
○
○
○
万

だ
っ
た
。
な
お
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
国
内
に
も
一
○
億

強
の
未
回
収
債
権
が

あ
っ
た
。
一
九
九
七
〜
二
○
○
○
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
債
務
返
済
（
元
本
一
四
億
三
○
○
○
万

、
利
子
一
億

九
○
○
○
万

）
に
つ
い
て
は
、
○
四
年
八
月
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
、
ヴ
ニ
ェ
シ
エ
コ
ノ
ム
銀
行
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
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の
ナ
フ
ト
ガ
ス
の
間
で

合
意
が
成
立
し
た
。
ま

ず
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
ナ

フ
ト
ガ
ス
に
対
す
る
債

権
を
ヴ
ニ
ェ
シ
エ
コ
ノ

ム
銀
行
に
移
し
た
。
ヴ

ニ
ェ
シ
エ
コ
ノ
ム
銀
行

は
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
一
二

億
五
○
○
○
万

を
融

資
し
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は

○
五
〜
○
九
年
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
領
内
通
行
料
と

し
て
の
毎
年
二
六
○
億

立
方

の
ガ
ス
供
給

を
二
一
○
億
立
方

2004 2005

47.2 71.4
34.3 37.6
10.2 19.8
1.8 2.8
0.8 4.0
－ 0.3
－ 1.7
－ 1.4
－ 3.8

5.4 5.5
2.9 2.8
1.5＊ 1.4
0.9 1.3

52.5 76.6

表 7 ガスプロムによるNIS・バルト諸国へのガス輸出

（注）＊株式会社 Latvias Gazeへのガス３億m3の販売を含む。
合計の少数点以下は四捨五入の関係で一致しない。

（出所）ガスブロム「年次報告」。

N I S
ウ ク ラ イ ナ
ベ ラ ル ー シ
モ ル ド バ
カ ザ フ ス タ ン
ウズベキスタン
ア ル メ ニ ア
グ ル ジ ア
アゼルバイジャン

バ ル ト 諸 国
リ ト ア ニ ア
ラ ト ビ ア
エ ス ト ニ ア

合 計

（単位：10億m3）



に
減
ら
す
代
わ
り
に
、
そ
の
融
資
額
を
ナ
フ
ト
ガ
ス
に
渡
し
、
ナ
フ
ト
ガ
ス
は
同
日
、
こ
の
金
額
を
も
と

に
ヴ
ニ
ェ
シ
エ
コ
ノ
ム
銀
行
に
対
す
る
債
務
を
返
済
し
た
（
別
の
情
報
で
は
、
○
五
〜
○
九
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

領
内
通
行
料
と
し
て
の
毎
年
二
四
○
億
立
方

の
ガ
ス
供
給
を
二
○
億
〜
六
○
億
立
方

減
ら
す
こ
と
に
な
る
と

い
う
。
二
三
○
億
立
方

の
ガ
ス
供
給
を
五
○
億
立
方

減
ら
す
と
い
う
説
も
あ
る
）。

重
要
な
こ
と
は
、
ガ
ス
輸
出
価
格
が
ど
こ
に
輸
出
す
る
か
に
よ
っ
て
大
幅
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

表
７
に
示
し
た
バ
ル
ト
諸
国
へ
の
輸
出
の
う
ち
、
二
○
○
四
年
の
平
均
輸
出
価
格
は
一
○
○
○
立
方

当

た
り
八
三
・
五
二

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
向
け
の
平
均
輸
出
価
格
は
五
○
・
八
七

に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
西
欧
向
け
の
平
均
輸
出
価
格
は
一
三
九
・
五
九

で
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
向
け

の
二
・
七
倍
に
あ
た
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
の
欧
州
向
け
輸
出
は
長
期
契
約
が
前
提
で
、
安
定
的
だ
が
、

Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
向
け
輸
出
は
単
年
契
約
が
多
く
、
不
安
定
だ
。
た
だ
し
、
輸
送
費
な
ど
の
差
は
あ
る
と
し
て

も
、
こ
れ
だ
け
大
き
な
格
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
意
図
的
に
価
格
差
を
設
け
て
い
る

証
と
い
え
る
。
ロ
シ
ア
政
府
は
○
五
年
夏
以
降
、
こ
う
し
た
価
格
差
政
策
を
Ｎ
Ｉ
Ｓ
の
個
別
諸
国
別
に
検

討
し
直
し
、
特
別
の
影
響
力
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
ガ
ス
市
場

を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
と
し
て
ガ
ス
を
め
ぐ
る
長
期
契
約
を
敬
遠
す
る
方
向
に
あ
る
点
で
あ
る
。

30
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３
　
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
国
内
問
題

国
内
の
ガ
ス
市
場
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
ロ
シ
ア
で
は
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
占
め
る
天

然
ガ
ス
の
割
合
が
き
わ
め
て
高
い
。
そ
の
結
果
、
ガ
ス
を
燃
や
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
発
電
す
る
と
い
う

需
要
が
大
き
い
。
天
然
ガ
ス
の
国
内
消
費
の
う
ち
、
電
力
会
社
が
三
七
％
を
占
め
て
い
る
（
二
○
○
四
年
実

績
）。
国
内
の
消
費
者
に
ガ
ス
を
届
け
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
高
圧
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
網
か
ら
直
接
、
電
力
会
社
な
ど
の
大
口
需
要
家
に
配
送
す
る
ル
ー
ト
の
ほ
か
、
高
圧
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網

を
経
由
し
て
低
圧
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
直
接
、
配
送
す
る
ル
ー
ト
、
さ
ら
に
、
低
圧
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
網
か
ら
地
区
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
を
経
て
一
般
家
庭
な
ど
に
配
送
す
る
ル
ー
ト
が
あ
る
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
高
圧
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
の
一
○
○
％
、
低
圧
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
の
大
部
分
を
支
配
し
て
い

る
が
、
地
区
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
の
末
端
で
は
、
そ
の
支
配
は
五
割
程
度
で
し
か
な
い
。

国
内
ガ
ス
価
格
に
つ
い
て
は
、
国
家
が
価
格
調
整
を
す
る
仕
組
み
が
存
在
す
る
。
一
般
家
庭
向
け
と
企

業
向
け
の
二
種
類
あ
り
、
地
域
ご
と
に
調
整
価
格
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
国
内

ガ
ス
価
格
が
輸
出
価
格
に
比
べ
て
き
わ
め
て
低
い
水
準
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
二
○
○
四
年
初
め
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の
段
階
で
、
ロ
シ
ア
国
内
の
平
均
ガ
ス
価
格
は
一
○
○
○
立
方

当
た
り
二
八
・
七

程
度
だ
っ
た
か
ら
、

輸
出
価
格
の
な
か
で
最
も
安
い
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
向
け
の
輸
出
価
格
と
比
べ
て
も
半
額
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た

こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
ん
な
に
低
い
価
格
で
販
売
し
て
い
る
た
め
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
国
内
だ
け
で
み
る

と
、
ガ
ス
採
掘
や
輸
送
に
伴
う
コ
ス
ト
を
賄
い
き
れ
な
い
大
赤
字
の
状
況
に
あ
る
。
別
の
情
報
で
は
、
ガ

ス
プ
ロ
ム
に
よ
る
国
内
ガ
ス
販
売
の
平
均
価
格
は
六
六
九
ル
ー
ブ
ル
／
一
○
○
○
立
方

で
、
そ
れ
は
欧

州
に
お
け
る
平
均
ガ
ス
販
売
価
格
三
九
九
一
ル
ー
ブ
ル
／
一
○
○
○
立
方

の
六
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。

た
だ
し
、
国
内
価
格
と
海
外
で
の
ガ
ス
価
格
を
比
較
す
る
場
合
、
為
替
レ
ー
ト
の
換
算
に
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
実
勢
為
替
レ
ー
ト
を
用
い
て
い
る
が
、
購
買
力
平
価
を
使
う
と
、
ロ
シ
ア
の
国
内

価
格
と
海
外
ガ
ス
価
格
の
差
は
大
幅
に
縮
小
す
る
。

国
内
価
格
が
輸
出
価
格
に
比
べ
て
大
幅
に
低
い
状
況
の
背
後
に
は
、
一
九
九
八
年
に
表
面
化
し
た
ロ
シ

ア
の
金
融
危
機
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
通
貨
ル
ー
ブ
ル
が
大
幅
に
ド
ル
に
比
べ
て
下
落
し

た
結
果
、
ド
ル
建
て
で
換
算
し
た
国
内
価
格
が
相
対
的
に
安
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
こ
う
し
た
現
状

が
続
く
と
、
諸
外
国
と
の
競
争
上
、
不
公
正
に
な
る
た
め
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
へ
の
加
盟
を
目
指

す
ロ
シ
ア
は
、
二
○
○
○
年
か
ら
毎
年
、
国
内
ガ
ス
価
格
の
引
上
げ
を
継
続
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に

か
ら
む
ロ
シ
ア
と
Ｅ
Ｕ
と
の
交
渉
の
な
か
で
、
ロ
シ
ア
は
○
四
年
五
月
、
ガ
ス
の
国
内
企
業
向
け
価
格
を
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○
六
年
ま
で
に
三
七
〜
四
二

／
一
○
○
○
立
方

に
、
一
○
年
ま
で
に
四
九
〜
五
七

／
一
○
○
○
立

方

に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
一
方
、
○
三
年
十
月
に
公
表
さ
れ
た
「
二
○
二
○
年
ま
で
の
ロ

シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
」
で
は
、
ガ
ス
平
均
価
格
を
、
○
六
年
ま
で
に
四
○
〜
四
一

／
一
○
○
○
立

方

、
一
○
年
ま
で
に
五
九
〜
六
四

／
一
○
○
○
立
方

に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

最
近
で
は
、
○
三
年
一
月
か
ら
工
業
向
け
が
二
○
％
、
同
年
二
月
か
ら
住
民
向
け
が
二
三
％
引
き
上
げ
ら

れ
、
○
四
年
一
月
か
ら
価
格
は
さ
ら
に
二
○
％
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
○
五
年
一
月
か
ら
も
、
二
三
％
の
値

上
げ
が
行
わ
れ
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
問
題
は
、
企
業
の
よ
う
な
大
口
需
要
家
に
対
す
る
ガ
ス
価
格
が
一
般
世
帯
向
け
の
ガ
ス

価
格
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
価
格
差
の
存
在
で
あ
る
。
経
済
合
理
性
を
優
先
す
れ
ば
、
大
口
需

要
家
向
け
の
ガ
ス
価
格
は
小
口
の
顧
客
向
け
の
価
格
よ
り
も
低
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
社
会

主
義
だ
っ
た
ソ
連
時
代
か
ら
、
こ
う
し
た
逆
転
現
象
が
存
在
し
て
い
る
。
一
九
九
七
年
か
ら
地
域
に
よ
っ

て
ガ
ス
価
格
に
差
を
つ
け
る
政
策
が
と
ら
れ
て
お
り
、
二
○
○
四
年
一
月
の
段
階
で
、
七
つ
の
ゾ
ー
ン
の

産
業
向
け
ガ
ス
価
格
（
一
○
○
○
立
方

）
の
平
均
は
八
七
八
ル
ー
ブ
ル
だ
っ
た
が
、
同
じ
七
つ
の
ゾ
ー
ン

の
一
般
家
庭
向
け
平
均
価
格
は
五
九
四
ル
ー
ブ
ル
だ
っ
た
（
○
五
年
か
ら
一
一
価
格
帯
）。
こ
う
し
た
格
差

に
つ
い
て
は
、
ガ
ス
価
格
の
引
上
げ
が
開
始
さ
れ
た
○
○
年
以
降
も
ほ
と
ん
ど
縮
小
し
て
い
な
い
。
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ロ
シ
ア
の
国
内
ガ
ス
価
格
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
た
め
の
Ｅ
Ｕ
と
の
協
議
に
お
い

て
、
q
国
内
ガ
ス
価
格
の
引
上
げ
、
w
内
外
価
格
差
の
縮
小
、
e
ガ
ス
輸
出
税
の
廃
止
な
い
し
大
幅
軽
減
、

r
ロ
シ
ア
・
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
経
由
で
の
自
由
な
ガ
ス
移
送
の
保
証
、
t
ガ
ス
輸
出
に
対
す
る
ガ
ス
プ

ロ
ム
の
独
占
権
の
撤
廃
、
な
ど
が
問
題
に
な
っ
た
。
二
○
○
四
年
五
月
、
ロ
シ
ア
・
Ｅ
Ｕ
協
議
合
意
に
お

い
て
、
ロ
シ
ア
は
国
内
ガ
ス
価
格
を
よ
り
「
市
場
的
」
に
す
る
義
務
を
負
っ
た
。
つ
ま
り
、
ガ
ス
価
格
は

費
用
を
完
全
に
賄
い
、
標
準
的
な
利
益
と
投
資
を
保
証
す
る
水
準
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
こ
の
結
果
、
企
業
向
け
の
ガ
ス
価
格
の
漸
進
的
引
上
げ
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
企
業
向

け
ガ
ス
価
格
の
自
由
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
当
初
、
毎
年
、
国
内
市
場
へ
の
ガ
ス
供
給
の
五
〜
一
五
％
に
つ
い
て
国
家
調
整
対
象
か

ら
は
ず
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
具
体
的
に
は
、
長
期
契
約
の
締
結
な
い
し
取
引
所
に
お
け
る
ガ
ス
取
引
を

導
入
す
る
と
い
っ
た
方
法
だ
。
二
○
○
五
年
春
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
○
六
年
か
ら
企
業
向
け
ガ
ス
価
格
を
す

べ
て
自
由
化
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
長
期
契
約
へ
の
移
行
が
前
提
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
シ

ア
経
済
発
展
貿
易
省
は
取
引
所
取
引
に
よ
り
○
五
年
に
一
○
○
億
立
方

の
ガ
ス
を
販
売
す
る
こ
と
を
計

画
し
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
実
現
せ
ず
、
ガ
ス
価
格
の
自
由
化
問
題
は
未
解
決
の
ま
ま
だ
。
今
後
、
国

内
ガ
ス
価
格
の
自
由
化
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
が
大
き
な
問
題
と
な
る
の
は
確
実
だ
ろ
う
。



ガ
ス
プ
ロ
ム
に
と
っ
て
は
、
相
対
的
に
低
い
国
内
価
格
が
問
題
だ
け
で
な
く
、
そ
の
代
金
の
回
収
も
問

題
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
で
は
、
一
時
期
、
ガ
ス
料
金
や
電
力
料
金
な
ど
の
決
済
が
期
日
ど
お
り
に
実
施
さ
れ

ず
、
未
払
い
と
な
っ
て
相
互
に
決
済
で
き
な
い
状
況
が
広
が
っ
た
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
現
象
が
起
き
た
の

か
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
現
代
ロ
シ
ア
の
経
済
構
造
』
の
第
五
章
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
ロ
シ
ア
最
大
の
納
税
者
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
政
府
に
対
す
る
影
響
力
も
大

き
い
。
二
○
○
四
年
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
法
人
税
に
あ
た
る
「
利
潤
税
」
だ
け
で
二
六
二
億
ル
ー
ブ
ル
支
払

っ
た
。
ざ
っ
と
九
○
○
億
円
ほ
ど
の
金
額
だ
。
ほ
か
に
も
、
付
加
価
値
税
、
物
品
税
、
ガ
ス
輸
出
税
、
鉱
物

資
源
採
掘
税
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
税
を
支
払
っ
て
い
る
か
ら
、
○
四
年
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
納
税
総
額
は
三
六

三
○
億
ル
ー
ブ
ル
を
上
回
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
国
家

予
算
に
絶
大
な
影
響
力
を
与
え
て
お
り
、
政
府
も
無
視
で
き
な
い
最
有
力
企
業
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

こ
こ
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
一
部
の
税
金
を
ガ
ス
そ
の
も
の
で
納
税
し
て
き
た
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
場
合
、
ガ
ス
は
原
価
で
納
税
さ
れ
、
す
な
わ
ち
、二
〜
四

／
一
○
○

○
立
方

の
価
格
換
算
で
税
金
と
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
地
方
政
府
な
ど
は
、
同
じ
価
格
で
後
述
す

る
イ
テ
ラ
社
に
売
却
し
、
イ
テ
ラ
は
四
○
〜
八
○

／
一
○
○
○
立
方

で
Ｎ
Ｉ
Ｓ
に
販
売
す
る
と
い
う

構
図
が
成
り
立
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
得
べ
か
り
し
利
益
を
失
っ
て
い
た
の
だ
。
イ
テ
ラ
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で
捻
出
さ
れ
た
利
益
が
ど
こ
に
消
え
た
の
か
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
は
税
法
典

施
行
に
伴
っ
て
、
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
実
情
は
不
明
だ
。
会
計
検
査
院
の
報
告
に
よ
る
と
、
一

九
九
九
年
と
二
○
○
○
年
の
九
カ
月
間
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
少
な
く
と
も
連
邦
予
算
へ
の
納
税
に
つ
い
て

は
、
完
全
に
資
金
形
態
で
行
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
州
レ
ベ
ル
の
地
方
税
に
つ
い
て
は
不
明
だ
。

４
　
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社

こ
こ
で
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
本
体
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
ガ
ス
採
掘
・
加
工
・
輸
送
・
販

売
を
行
う
業
務
を
基
本
と
し
て
い
る
（
付
録
付
図
１
参
照
）。
六
採
掘
会
社
、
一
七
輸
送
会
社
、
六
ガ
ス
加

工
会
社
な
ど
を
子
会
社
な
ど
の
形
で
傘
下
に
お
い
て
い
る
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
基
本
的
に
ガ
ス
配
分
過
程
を

支
配
す
る
独
占
企
業
で
、
年
末
に
か
け
て
翌
年
の
「
ガ
ス
・
バ
ラ
ン
ス
」
を
話
し
合
い
、
国
家
調
整
価
格

で
国
内
消
費
者
・
企
業
に
供
給
さ
れ
る
量
が
決
定
さ
れ
る
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
生
産
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送

能
力
、
輸
出
量
な
ど
に
関
す
る
す
べ
て
の
関
連
情
報
を
有
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
ガ
ス
プ
ロ

ム
主
導
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
国
内
消
費
予
定
総
量
が
決
ま
る
と
、
一
般
家
庭
向
け
ガ
ス
供
給
、

連
邦
・
地
方
の
予
算
か
ら
資
金
供
与
さ
れ
る
機
関
・
組
織
向
け
、
一
般
企
業
向
け
の
優
先
順
位
で
ガ
ス
配
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給
量
が
割
り
当
て
ら
れ
る
。
割
当
量
は
四
半
期
ご
と
に
調
整
さ
れ
る
が
、
一
般
企
業
は
三
カ
月
先
に
調
整

価
格
で
買
え
る
ガ
ス
割
当
量
が
確
実
な
も
の
だ
と
安
心
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
直
前
の
通
知
で
割
当
量

が
変
更
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
だ
。
長
期
の
ガ
ス
供
給
契
約
は
存
在
せ
ず
、
そ
れ
が
一
般
企
業
の
投

資
を
難
し
く
し
て
い
る
。

天
然
ガ
ス
か
ら
合
成
ゴ
ム
、
タ
イ
ヤ
の
ほ
か
肥
料
な
ど
を
製
造
す
る
加
工
部
門
で
は
、
シ
ブ
ル
（Sibur

）

と
い
う
子
会
社
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
シ
ブ
ル
の
株
式
の
九
○
％
以
上
を
保

有
し
て
い
た
が
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
対
す
る
シ
ブ
ル
の
債
務
を
リ
ス
ト
ラ
す
る
目
的
で
、
シ
ブ
ル
の
資
産
を

も
と
に
公
開
型
株
式
会
社
Ａ
Ｋ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
社
が
二
○
○
五
年
七
月
に
設
立
さ
れ
た
。
新
会
社
は

シ
ブ
ル
に
属
し
て
い
た
二
六
の
石
油
化
学
会
社
と
そ
れ
ら
の
子
会
社
の
資
産
移
転
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
。
つ
ま
り
、
そ
の
資
本
金
は
シ
ブ
ル
や
そ
の
子
会
社
、
孫
会
社
な
ど
の
株
式
を
繰
り
入
れ
て
構
成
さ
れ
、

そ
の
構
成
比
は
シ
ブ
ル
分
が
四
二
％
、
シ
ブ
ル
子
会
社
分
が
約
二
五
％
で
、
残
り
は
ほ
か
の
シ
ブ
ル
関
係

企
業
分
だ
っ
た
。
シ
ブ
ル
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
対
す
る
負
債
四
○
○
億
ル
ー
ブ
ル
（
六
○
○
億
ル
ー
ブ
ル
説
も

あ
る
）
を
相
殺
す
る
た
め
、
新
会
社
株
の
一
○
○
％
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
側
に
渡
っ
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
本
体
は

新
会
社
株
の
二
五
％
を
保
有
し
、
七
五
％
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
が
所
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
七
五
％
の

う
ち
の
四
九
％
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
シ
ブ
ル
の
子
会
社
な
ど
に
売
却
さ
れ
る
。
○
五
年
十
二
月
、
Ａ



Ｋ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
取
締
役
会
は
、「
シ
ブ
ル
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
」
へ
の
改
称
を
決
め
た
。
こ
う
し

て
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
加
工
部
門
を
再
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
石
油
や
電
力
に
も
進
出
し
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

「
二
○
○
二
〜
二
○
一
○
年
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
」
に
よ
る
と
、
有
限
会
社
ガ
ス
プ
ロ
ム
エ

ネ
ル
ゴ
の
設
立
が
構
想
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
、
二
○
○
三
年
に
投
資
会
社
を
通
じ
て
、
モ
ス
ク
ワ
に
あ

る
地
域
電
力
会
社
モ
ス
エ
ネ
ル
ゴ
の
株
式
を
買
い
集
め
、
そ
れ
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
子
会
社
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀

行
に
転
売
し
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
は
○
三
年
五
月
、
モ
ス
エ
ネ
ル
ゴ
株
の
約
一
六
（
一
五
・
七
六
）
％
を

一
○
九
億
ル
ー
ブ
ル
で
購
入
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
○
五
年
十
一
月
十
一
日
付
の
『
ヴ
ェ
ー
ド
モ
ス
チ
』

紙
に
よ
る
と
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
は
す
で
に
モ
ス
エ
ネ
ル
ゴ
株
の
二
五
％
を
保
有
し
て
お
り
、
連
邦
反
独

占
局
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
が
モ
ス
エ
ネ
ル
ゴ
を
も
と
に
し
て
設
立
さ
れ
る
会
社
（
モ
ス
エ
ネ
ル
ゴ
販
売
）

の
株
主
に
な
る
こ
と
を
許
可
し
、
同
社
の
株
式
の
四
九
％
ま
で
を
購
入
す
る
こ
と
も
認
め
た
と
い
う
。
こ

れ
と
は
別
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
、
モ
ス
エ
ネ
ル
ゴ
の
親
会
社
で
あ
る
、
持
ち
株
会
社
ロ
シ
ア
統
一
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
（
Ｕ
Ｅ
Ｓ
）
の
株
式
に
つ
い
て
も
○
三
年
頃
買
い
集
め
、
○
四
年
に
は
一
○
％
強
の
株
式
を

取
得
し
た
（
○
四
年
一
月
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
は
Ｕ
Ｅ
Ｓ
株
の
五
・
三
％
を
一
九
八
億
ル
ー
ブ
ル
で
取
得
し
、
こ
れ

と
は
別
に
五
・
一
九
％
を
保
有
し
て
い
た
か
ら
、
総
計
が
一
○
％
を
超
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
）。
ほ
か
に
も
発
電
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所
そ
の
も
の
の
株
主
で
も
あ
る
。

こ
う
し
て
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
電
力
業
に
も
進
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
背
後
に
は
、

発
電
向
け
に
天
然
ガ
ス
を
供
給
し
て
い
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
委
託
者
（
供
給
企
業
や
仲
介
者
）
が
加
工

企
業
に
原
材
料
を
供
給
し
、
加
工
企
業
が
そ
れ
を
も
と
に
加
工
後
、
加
工
さ
れ
た
生
産
物
の
一
部
を
受
け

取
り
、
転
売
す
る
一
方
、
加
工
企
業
に
は
一
部
が
加
工
代
金
と
し
て
残
さ
れ
る
―
―
こ
う
し
た
「
委
託
加

工
」
と
同
じ
よ
う
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
天
然
ガ
ス
を
電
力
会
社
に
供
給
し
て
、
で
き
た
電
力
を
受
け
取
り
、

販
売
す
る
と
い
う
取
引
が
可
能
に
な
る
。
こ
う
す
れ
ば
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
主
導
で
、
電
力
部
門
で
も
大
き
な

影
響
力
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
わ
け
だ
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
原
子
力
発
電
（
原
発
）
に
か
か
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
参
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
で
に

ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
は
二
○
○
四
年
十
月
、
海
外
向
け
原
発
建
設
業
者
ア
ト
ム
ス
ト
ロ
イ
エ
ク
ス
ポ
ル
ト
株

の
五
四
％
を
統
一
機
械
製
作
工
場
（
Ｏ
Ｍ
Ｚ
）
か
ら
購
入
し
た
。
現
在
、
原
発
は
す
べ
て
国
家
所
有
の
下
に

あ
る
が
、
今
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
占
め
る
原
発
割
合
の
上
昇
（
○
五
年
で
約
一
六
％
）
や
法
律
改
正
に

よ
る
原
発
持
ち
分
の
取
得
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
原
発
に
か
か
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
を

も
つ
の
も
当
然
と
い
え
る
。
一
方
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
石
油
会
社
も
買
収
し
た
。
○
四
年
十
一
月
に
は
、
ロ

ス
ネ
フ
チ
と
ガ
ス
部
門
を
統
合
す
る
目
的
で
、
有
限
会
社
ガ
ス
プ
ロ
ム
ネ
フ
チ
が
設
立
さ
れ
、
サ
ン
ク
ト
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ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
登
録
さ
れ
た
。
ロ
ス
ネ
フ
チ
と
の
合
併
は
結
局
、
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
が
、
○
五
年
九

月
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
シ
ブ
ネ
フ
チ
株
の
買
収
を
実
施
し
、
支
配
下
に
お
い
た
。
こ
う
し
て
ガ
ス
プ
ロ
ム
は

石
油
部
門
に
も
大
き
な
礎
を
築
い
た
こ
と
に
な
る
。

産
業
組
織
論
と
い
う
学
問
か
ら
み
る
と
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
よ
る
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
化
の
動
き
は
産

業
が
相
互
に
融
合
す
る
と
い
う
「
産
業
融
合
」
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
従
来
は
異
な
る
産
業
に
分

類
さ
れ
て
い
た
産
業
が
、
そ
の
う
ち
の
一
方
な
い
し
双
方
の
産
業
に
お
け
る
技
術
革
新
に
よ
っ
て
相
互
に

代
替
的
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
な
い
し
は
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
相
互
参
入
が

容
易
に
な
っ
て
、
双
方
の
産
業
が
一
つ
の
産
業
に
融
合
し
、
相
互
の
産
業
の
企
業
が
競
争
関
係
に
立
つ
現

象
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（
植
草
益
）。
石
油
産
業
と
ガ
ス
産
業
の
競
争
激
化
は
、
技
術
革
新
と
規
制
緩
和

に
よ
っ
て
世
界
中
で
み
ら
れ
る
現
象
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
ロ
シ
ア
で
も
起
き
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

５
　
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
再
編
問
題

そ
の
際
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
よ
う
な
巨
大
企
業
が
産
業
融
合
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
れ

ば
、
外
資
系
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
と
の
競
争
に
太
刀
打
ち
で
き
る
可
能
性
も
大
き
く
な
る
。
一
方
で
、

40
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巨
大
企
業
を
再
編
し
、
透
明
性
や
効
率
性
を
高
め
る
べ
き
だ
と
い
う
議
論
も
く
す
ぶ
り
つ
づ
け
て
い
る
。

二
○
○
三
年
に
は
、
経
済
発
展
貿
易
省
は
○
三
〜
○
六
年
ま
で
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
か
ら
輸
送
部
門
を
ガ
ス
輸

送
会
社
と
し
て
分
離
し
、
同
じ
期
間
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
ガ
ス
市
場
に
お
け
る
占
有
率
を
八
○
〜
九
○
％
、

独
立
系
生
産
企
業
の
占
有
率
を
七
〜
一
○
％
と
す
る
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
計
画

は
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
反
対
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
巨
大
な
ガ

ス
プ
ロ
ム
を
維
持
す
る
こ
と
が
国
家
戦
略
上
、
重
要
だ
と
い
う
わ
け
だ
。

そ
の
後
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
試
掘
―
採
掘
―
輸
送
―
精
製
―
貯
蔵
―
販
売
と
い
う
連
鎖
の
管
理
を
子
会

社
レ
ベ
ル
で
最
適
化
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
二
○
○
六
年
三
月
に
明
ら
か
に
な
っ
た
計
画
に
よ
る
と
、
第

一
段
階
と
し
て
一
七
の
子
会
社
か
ら
、
採
掘
部
門
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
精
製
（
三
会
社
）、
修
理
1（
五
会

社
）、
修
理
2（
四
会
社
）、
輸
送
（
九
会
社
）、
貯
蔵
所
（
一
○
会
社
）
を
拠
出
さ
せ
、
上
記
の
カ
ッ
コ
内
に
あ

る
会
社
を
つ
く
り
、
第
二
段
階
に
お
い
て
、
精
製
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
精
製
一
社
に
、
修
理
1
と
2
は
そ
れ
ぞ

れ
一
社
ず
つ
に
、
輸
送
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
輸
送
と
ガ
ス
プ
ロ
ム
輸
送
―

ク
バ
ニ
の
二
社
に
、
貯
蔵
所
は
ガ
ス

プ
ロ
ム
―

地
下
ガ
ス
貯
蔵
所
の
一
社
に
集
約
す
る
と
い
う
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
内
部
の
透
明
性
を
高
め
、
効

率
経
営
に
つ
な
が
る
改
革
だ
。
○
六
年
三
月
二
十
九
日
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
取
締
役
会
で
、
こ
う
し
た
計
画
が

審
議
さ
れ
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
一
○
○
％
の
持
ち
分
を
保
有
す
る
有
限
会
社
ガ
ス
プ
ロ
ム
―

地
下
ガ
ス
貯
蔵



所
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
精
製
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
北
部
修
理
、

ガ
ス
プ
ロ
ム
南
部
修
理
な
ど
の
設
立
が
承
認
さ
れ

た
。
つ
ま
り
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
内
部
の
再
編
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
正
式
に
決
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

今
後
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
行
方
を
考
え
る
上
で
き

わ
め
て
興
味
深
い
情
報
が
あ
る
。『
エ
ク
ス
ペ
ル
ト
』

誌
（
二
○
○
六
年
一
二
号
）
が
伝
え
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
ド
イ
ツ
の
Ｅ
・
Ｏ
Ｎ
、
イ
タ
リ
ア
の
Ｅ
Ｎ
Ｉ

と
Ｅ
ｎ
ｅ
ｌ
、
ロ
シ
ア
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
ロ
シ
ア
統

一
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
（
Ｕ
Ｅ
Ｓ
）
が
傘
下
に
収

ま
っ
た
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
持
ち
株
会
社
を
二
○
○
九

年
一
月
に
設
立
す
る
構
想
だ
。
実
現
す
れ
ば
、
時

価
総
額
二
兆

を
超
え
る
巨
大
企
業
の
誕
生
と
な
る
。
こ
の
構
想
が
実
現
に
向
か
う
か
ど
う
か
は
ま
っ
た

く
不
透
明
だ
が
、
欧
州
と
ロ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
の
必
要
性
か
ら
、
こ
う
し
た
構
想
が
生
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
記
憶
に
と
ど
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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2

ガ
ス
プ
ロ
ム
の
経
営
者

ロ
シ
ア
最
大
の
影
響
力
を
も
つ
企
業
で
あ
る
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
存
在
感
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

同
社
の
経
営
者
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
そ
の
支
配
を
め
ぐ
る
権
力
闘
争
を
考
察
し
て
み
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
株
主
構
成
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
表
８
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム

の
株
主
資
本
の
構
成
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
段
階
で
い
え
ば
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
株
式

の
ほ
ぼ
四
○
％
は
国
家
所
有
の
下
に
固
定
さ
れ
（
九
七
年
五
月
十
一
日
付
大
統
領
令
で
政
府
は
国
家
保
有
株
三

五
％
に
つ
い
て
ガ
ス
プ
ロ
ム
社
長
と
の
間
で
信
託
管
理
契
約
を
結
ぶ
よ
う
命
じ
ら
れ
、
同
年
十
二
月
契
約
が
締
結

さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
九
九
年
三
月
一
日
ま
で
の
同
社
長
へ
の
信
託
が
確
認
さ
れ
た
）、
一
・
一
％
は
株
式
会
社

ロ
ス
ガ
ジ
フ
ィ
カ
ー
ツ
ィ
ヤ
（
大
株
主
は
連
邦
資
産
管
理
庁
）
の
定
款
資
本
に
組
み
込
ま
れ
、
一
五
％
は
労

働
集
団
の
所
有
の
下
に
あ
り
、
三
三
・
九
％
は
小
切
手
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
却
さ
れ
、
一
○
％
は
発
行
体

（
ガ
ス
プ
ロ
ム
自
体
）
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
国
家
保
有
分
以
外
に
、
株
式
の
二
六
・
二
七
％

が
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
そ
の
友
好
組
織
の
下
に
お
か
れ
た
。

こ
れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
と
っ
て
連
邦
政
府
が
最
大
の
株
主
で
あ
り
、
そ
の
社
長
は
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大
統
領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
て
き
た
。
初
代
社
長
は
チ
ェ
ル
ノ

ム
イ
ル
ジ
ン
だ
が
、
首
相
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
後
任
に
ユ
ー

リ
ー
・
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
が
就
き
、
第
三
代
目
は
ミ
レ
ル
が
務
め
て

い
る
。

二
○
○
四
年
九
月
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
式

の
売
買
が
で
き
る
取
引
所
を
拡
充
し
、
外
国
投
資
家
へ
の
門
戸

を
開
放
す
る
方
針
を
固
め
た
が
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
ガ
ス
プ

ロ
ム
の
株
式
を
政
府
が
直
接
、
過
半
数
保
有
す
る
こ
と
に
し
た
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
の
株
式
そ
の
も
の
は
こ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
国
内
の
四

つ
（
モ
ス
ク
ワ
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
、
エ
カ
テ
リ
ン
ブ
ル
ク
、

シ
ベ
リ
ア
）
の
あ
ま
り
大
規
模
で
な
い
取
引
所
で
し
か
買
え
ず
、

し
か
も
非
居
住
者
が
購
入
す
る
場
合
、
最
初
に
連
邦
金
融
市
場

局
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
非
居
住
者
は
ガ
ス
供
給

法
で
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
の
二
○
％
ま
で
に
取
得
が
制
限
さ
れ
て
い

た
（
九
七
年
五
月
二
十
八
日
付
大
統
領
令
で
は
外
国
投
資
家
の
保
有

2000 2001 2002 2003 2004 2005

38.37 38.37 38.37 38.37 38.37 50.002
33.64 34.06 35.07 36.1 36.81 29.482
17.68 16.07 15.06 14.03 13.32 13.068
10.31 11.5 11.5 11.5 11.5 7.448

（定款資本に占める割合）
（％）
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率
は
資
本
金
の
九
％
に
制
限
さ
れ
て
い
た
―
一
項
。
九
八
年
八
月
十

日
付
大
統
領
令
で
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
の
五
％
を
売
却
す
る
の
に
伴
っ

て
、
外
資
制
限
が
一
四
％
に
な
っ
た
―
二
項
。
九
九
年
三
月
三
十
一

日
付
連
邦
法
「
ロ
シ
ア
連
邦
に
お
け
る
ガ
ス
供
給
法
」
の
第
一
五
条
で

外
資
保
有
率
が
二
○
％
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
）。
こ

う
し
た
諸
条
件
の
緩
和
に
備
え
て
、
プ
ー
チ
ン
政
権
は
ガ
ス
プ

ロ
ム
株
の
過
半
数
を
保
有
し
よ
う
と
し
た
わ
け
だ
。

そ
こ
で
、
国
営
の
石
油
会
社
ロ
ス
ネ
フ
チ
と
ガ
ス
プ
ロ
ム
を

合
併
さ
せ
、
そ
れ
と
と
も
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
株
式
を
政
府
が
買

い
取
る
こ
と
が
当
初
、
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ロ
ス
ネ
フ
チ

が
石
油
会
社
ユ
コ
ス
の
子
会
社
で
有
力
な
採
掘
会
社
を
購
入
し

た
こ
と
か
ら
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
資
産
価
値
が
大
き
く
変
化
し
た

た
め
、
当
初
案
は
放
棄
さ
れ
た
。
結
局
、
二
○
○
五
年
六
月
、

ガ
ス
プ
ロ
ム
の
子
会
社
（
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
イ
ン

ヴ
ェ
ス
ト
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
な
ど
）
か
ら
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
株
式

1996 1997 1998 1999

ロシア連邦 40.87 40.87 38.37 38.37
ロシアの法人 26.82 35.30 36.32 31.53
ロシアの自然人 30.33 21.85 20.83 19.79
外国投資家 1.98 1.98 4.48 10.31

表 8 ガスプロムの株主資本の構成推移

（出所）［49］（2004）No.10, p.61およびガスプロム「年次報告」。
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の
一
○
・
七
四
％
を
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
ガ
ス
（
国
有
企
業
で
あ
る
連
邦
単
独
企
業
テ
ク
ノ
プ
ロ
ム
エ
ク
ス
ポ
ル
ト
が

ご
く
わ
ず
か
な
株
式
〈
○
・
○
○
○
三
％
〉
を
、
ま
た
、
残
り
を
政
府
が
保
有
し
て
い
る
）
が
七
○
億
二
○
○
○

万

で
買
い
取
っ
た
。
支
払
い
は
年
末
ま
で
に
三
回
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
連
邦
資
産
管
理
庁
は
す
で
に

ガ
ス
プ
ロ
ム
株
の
三
八
・
三
七
三
％
を
保
有
し
て
い
た
か
ら
、
○
五
年
七
月
以
降
、
国
家
は
ガ
ス
プ
ロ
ム

株
の
四
九
・
一
一
三
％
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ほ
か
に
も
、
一
九
九
二
年
に
設
立
さ
れ
た
公
開
型
株
式
会
社
ロ
ス
ガ
ジ
フ
ィ
カ
ー
ツ
ィ
ヤ
は
ガ
ス
プ
ロ

ム
株
の
○
・
八
九
％
（
正
確
に
は
○
・
八
八
九
％
）
を
保
有
し
て
い
る
。
ロ
ス
ガ
ジ
フ
ィ
カ
ー
ツ
ィ
ヤ
株
の
七

四
・
五
五
％
は
連
邦
資
産
管
理
庁
が
保
有
し
て
い
る
か
ら
、
国
家
は
同
社
を
通
じ
て
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
の

○
・
六
六
三
％
分
の
権
益
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
れ
と
前
記
の
四
九
・
一
一
三
％
を
合
わ

せ
て
も
、
四
九
・
七
七
六
％
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
ロ
ス
ガ
ジ
フ
ィ
カ
ー
ツ
ィ
ヤ
の
発
行
済
み
株

式
に
占
め
る
連
邦
資
産
管
理
庁
の
保
有
株
式
割
合
を
九
九
％
ま
で
高
め
る
案
が
出
て
い
る
。
た
だ
、
政
府

系
の
ヴ
ニ
ェ
シ
エ
コ
ノ
ム
銀
行
の
管
理
分
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
、
政
府
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
の
保
有
比
率
は

五
○
％
を
超
え
て
い
る
と
み
る
見
方
も
あ
る
。
二
○
○
五
年
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
「
年
次
報
告
」
に
よ
る
と
、

ガ
ス
プ
ロ
ム
株
の
う
ち
、
資
産
管
理
庁
が
三
八
・
三
七
三
％
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
ガ
ス
が
一
○
・
七
四
％
、
ロ
ス
ガ

ジ
フ
ィ
カ
ー
ツ
ィ
ヤ
が
○
・
八
八
九
％
を
保
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
時
点
で
国
家
の
持
ち
分
が
過
半
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数
を
超
え
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
上
述
し
た
ロ
ス
ガ
ジ
フ
ィ
カ
ー
ツ
ィ
ア
の
持
ち
分
問
題
か
ら
、

正
確
と
は
言
え
な
い
。

な
お
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
ガ
ス
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
以
外
に
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
株
を
一
○
○
％
保
有
し
て
い
る
か

ら
、
巨
大
国
営
企
業
だ
が
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
購
入
時
に
借
り
入
れ
た
七
六
億

を
返
済
後
に
清
算
さ
れ

る
計
画
で
あ
る
。
上
記
の
二
社
の
株
式
は
、
国
家
の
管
理
機
関
に
移
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
当
面
、
存
在

す
る
ロ
ス
ネ
フ
チ
ガ
ス
の
取
締
役
と
し
て
、
セ
チ
ン
大
統
領
府
副
長
官
も
入
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。ガ

ス
プ
ロ
ム
株
の
売
買
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
外
国
投
資
家
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
を
取
得
す

る
場
合
、
連
邦
金
融
市
場
局
か
ら
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
外
国
投
資
家
の
持
ち
株
比
率
は
全
体

と
し
て
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
の
二
○
％
に
制
限
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
規
定
し
た
ガ
ス
供
給
法
を
改
正
す
る
法

案
は
二
○
○
五
年
十
二
月
に
大
統
領
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
。
外
国
投
資
家
に
対
す
る
二
○
％
制
限
は
撤

廃
と
な
り
、
ま
た
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
の
五
○
％
＋
一
株
を
下
回
ら
な
い
株
が
国
家
に
固
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
（
改
正
前
は
三
五
％
だ
っ
た
）。
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１
　
壮
絶
な
権
力
闘
争

ガ
ス
プ
ロ
ム
の
現
経
営
ト
ッ
プ
は
ミ
レ
ル
と
い
う
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
親
し
い
関
係
を
も
っ
た
人
物

だ
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
会
長
（
取
締
役
会
議
長
）
に
は
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ヂ
ェ
フ
第
一
副
首
相
（
二
○
○
五
年
十
一

月
ま
で
大
統
領
府
長
官
）
が
就
い
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
国
が
大
株
主
だ
け
に
、
グ
レ
フ
経
済
発

展
貿
易
相
、
フ
リ
ス
テ
ン
コ
産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
相
と
い
っ
た
人
物
が
取
締
役
に
選
任
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
現
在
の
経
営
陣
が
権
力
を
握
る
ま
で
に
は
、
壮
絶
な
権
力
闘
争
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

プ
ー
チ
ン
が
大
統
領
に
就
任
し
た
の
は
二
○
○
○
年
五
月
だ
が
、
す
ぐ
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
社
長
交
代
を

実
現
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
プ
ー
チ
ン
は
周
到
だ
っ
た
。
ま
ず
○
○
年
七
月
、
そ
れ
ま
で
バ
ル
ト
・
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
）
社
長
を
務
め
て
い
た
ミ
レ
ル
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
次
官
と
し
て
モ
ス

ク
ワ
に
呼
ん
だ
。
プ
ー
チ
ン
が
一
九
九
一
年
六
月
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
対
外
関
係
委
員
会
議
長

に
就
任
し
た
頃
、
ミ
レ
ル
は
同
委
員
会
の
部
長
職
だ
っ
た
。
旧
知
の
友
人
を
い
き
な
り
ガ
ス
プ
ロ
ム
社
長

に
就
け
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
、
公
職
に
就
か
せ
て
そ
れ
な
り
の
箔
を
つ
け
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
○
一
年

四
月
、
ミ
レ
ル
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
社
長
（
重
役
会
議
長
）
に
選
任
さ
れ
た
。
前
任
の
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
は
す
ぐ
に



は
首
に
な
ら
ず
、
会
長
の
ま
ま
居
残
っ
た
。
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
を
追
い
出
す
こ
と
に
成
功
す
る
の
は
○
二
年
六

月
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
グ
ル
ー
プ
と
い
う
巨
大
集
団
内
で
ど
の
よ
う
な
権
力
闘
争
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
き
た
の
か
を
簡
単
に
概
観
し
て
み
た
い
。
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
は
一
九
九
二
年
（
こ
の
時
点
で
は
社
長
代
行
）

か
ら
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
社
長
で
あ
り
、
九
六
年
五
月
ま
で
は
取
締
役
会
議
長
の
ポ
ス
ト
も
兼
任
し
て
き
た
。

前
任
の
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
が
首
相
に
就
任
し
た
よ
う
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
社
長
は
い
っ
て
み
れ
ば
、

大
臣
級
の
要
職
で
あ
り
、
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
に
と
っ
て
こ
の
ポ
ス
ト
を
維
持
す
る
に
は
、
当
時
の
大
統
領
エ
リ

ツ
ィ
ン
の
信
頼
を
勝
ち
得
る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
は
九
五
年
十

二
月
の
下
院
選
や
九
六
年
、
二
○
○
○
年
の
大
統
領
選
に
積
極
的
に
活
動
し
た
。

一
九
九
六
年
の
大
統
領
選
で
は
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
再
選
を
は
か
る
た
め
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
財
務
省
と
結

託
し
て
、
財
務
省
は
国
庫
免
税
証
書
（
こ
の
額
面
分
だ
け
税
金
が
免
除
さ
れ
る
）
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
差
し
出
す

国
内
外
貨
建
て
債
（
い
わ
ゆ
る
タ
イ
ガ
ボ
ン
ド
）
と
交
換
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
交
付
す
る
こ
と
に
し
た
。
免
税

証
書
と
タ
イ
ガ
ボ
ン
ド
と
の
交
換
は
額
面
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
が
、
タ
イ
ガ
ボ
ン
ド
の
実
際
の
価
格
は

額
面
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
銀
行
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
て
市
場
か
ら
安
い
タ
イ
ガ

ボ
ン
ド
を
買
い
集
め
、
財
務
省
に
持
ち
込
ん
だ
。
タ
イ
ガ
ボ
ン
ド
の
相
場
と
額
面
と
の
差
額
分
が
事
実
上
、
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ガ
ス
プ
ロ
ム
の
利
益
と
な
り
、
こ
の
う
ち
半
分
を
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
大
統
領
選
の
運
動
資
金
と
し
て
提
供
し

た
。
残
り
の
半
分
は
銀
行
借
入
れ
の
返
却
お
よ
び
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
所
得
と
な
っ
た
模
様
だ
。
あ
る
い
は
、

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
九
六
年
五
月
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
（
独
立
テ
レ
ビ
）
の
株
式
の
三
○
％
を
一
億
二
○
○
○
万

で
購
入

し
た
（
六
五
頁
参
照
）。

２
　
ヴ
ォ
ロ
シ
ン
一
派
の
浸
透

こ
う
し
た
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
支
援
も
あ
っ
て
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
再
選
さ
れ
た
か
ら
、
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
の
地
位

は
安
泰
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
い
う
巨
大
会
社
は
甘
い
蜜
の
宝
庫
で
あ
り
、
ガ
ス
プ
ロ
ム

の
も
つ
富
を
ね
ら
っ
て
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
接
近
す
る
動
き
が
さ
ま
ざ
ま
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
最
も
成

功
を
収
め
た
の
が
一
九
九
九
年
三
月
に
大
統
領
府
長
官
と
な
っ
た
ヴ
ォ
ロ
シ
ン
だ
（
九
八
年
九
月
か
ら
同
副

長
官
）。
彼
は
二
○
○
三
年
十
月
に
解
任
さ
れ
る
ま
で
、
大
統
領
府
長
官
と
し
て
エ
リ
ツ
ィ
ン
だ
け
で
な
く

プ
ー
チ
ン
に
も
仕
え
た
。
し
か
も
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
「
家
族
」
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
プ
ー
チ

ン
大
統
領
が
就
任
し
て
か
ら
も
解
任
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
一
定
の
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
れ
が
可

能
だ
っ
た
の
も
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
早
く
か
ら
目
を
つ
け
て
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
自
ら
の
「
子
飼
い
」
を
送
り



込
む
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
、「
蜜
」
を
吸
う
た
め
だ
。

ヴ
ォ
ロ
シ
ン
は
政
商
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
「
家
族
」
の
仲
間
入
り
を
し
た
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、

そ
の
権
力
源
泉
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
は
株
式
市
場
に
か
か
わ
る
情

報
会
社
Ａ
Ｋ
＆
Ｍ
を
一
九
九
一
年
に
設
立
、
九
五
年
一
月
に
は
、
公
開
型
株
式
会
社
「
連
邦
ス
ト
ッ
ク
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」（
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）
と
い
う
私
有
化
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
組
織
・
運
営
す
る
た
め
の
会
社
を
ロ

シ
ア
連
邦
資
産
基
金
の
拠
出
を
も
と
に
設
立
し
た
。
ヴ
ォ
ロ
シ
ン
は
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
社
長
、
第
一
副
社
長
に
は

Ａ
Ｋ
＆
Ｍ
の
第
一
副
社
長
の
セ
メ
ニ
ャ
カ
が
就
い
た
。
Ｆ
Ｓ
Ｃ
は
九
五
年
末
の
担
保
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
従

事
し
た
り
、
九
八
年
に
全
ロ
規
模
の
株
式
売
却
に
お
け
る
ロ
シ
ア
連
邦
資
産
基
金
の
代
表
調
整
者
の
役
割

を
担
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
急
成
長
し
た
。
九
七
年
か
ら
は
、
有
価
証
券
に
詳
し
い
と
い
う
名
目
で
、
ヴ

ォ
ロ
シ
ン
は
大
統
領
府
長
官
ユ
マ
シ
ェ
フ
の
補
佐
官
に
な
っ
た
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
と
の
直
接
の
か
か
わ
り
は
、
一
九
九
六
年
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
か
ら
Ｆ
Ｓ
Ｃ
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
向

け
市
場
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
委
託
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
始
ま
る
。
Ｆ
Ｓ
Ｃ
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
の
取
引
の
場
を

組
織
化
す
る
仕
事
に
着
手
し
た
。
九
六
年
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
な
ど
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
の

流
通
市
場
の
創
出
や
支
援
に
従
事
す
る
た
め
の
投
資
会
社
ゴ
リ
ゾ
ン
ト
を
設
立
し
、
セ
メ
ニ
ャ
カ
が
社
長

に
就
任
し
た
。
さ
ら
に
、
九
六
年
六
月
、
セ
メ
ニ
ャ
カ
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
重
役
会
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
。
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セ
メ
ニ
ャ
カ
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
株
式
に
か
か
わ
る
責
任
者
に
も
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
彼
自
身
は
重
役
会

メ
ン
バ
ー
の
ポ
ス
ト
の
み
維
持
し
、
株
式
な
ど
の
有
価
証
券
に
つ
い
て
は
ヴ
ォ
ロ
シ
ン
一
派
の
イ
ワ
ノ
フ

が
担
当
し
た
。
ヴ
ォ
ロ
シ
ン
一
派
の
チ
ェ
ル
ノ
イ
ヴ
ァ
ン
は
九
六
年
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
の
預
け
金
運
用

管
理
部
長
と
し
て
入
行
、
九
七
年
に
副
社
長
、
九
八
年
に
第
一
副
社
長
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
ヴ
ォ
ロ
シ

ン
は
主
と
し
て
株
式
に
か
か
わ
る
部
門
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
影
響
力
を
与
え
得
る
だ
け

の
地
歩
を
築
き
上
げ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
プ
ー
チ
ン
が
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
に
代
え
て
ミ
レ
ル
を
社
長
に
す
る
と
、
二
○
○
二
年
に
セ
メ
ニ
ャ

カ
は
重
役
会
の
ポ
ス
ト
を
失
い
、
チ
ェ
ル
ノ
イ
ヴ
ァ
ン
も
年
金
基
金
副
総
裁
と
し
て
転
出
し
た
。
上
記
の

ゴ
リ
ゾ
ン
ト
で
は
、
○
○
年
に
は
、
セ
メ
ニ
ャ
カ
の
ほ
か
、
グ
リ
ャ
ズ
ノ
フ
、
リ
ネ
カ
と
い
う
ヴ
ォ
ロ
シ

ン
の
子
飼
い
も
取
締
役
だ
っ
た
が
、
○
一
年
秋
、
ミ
レ
ル
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
社
長
だ
け
で
な
く
ゴ
リ
ゾ
ン
ト

社
長
を
兼
務
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
彼
ら
は
全
員
、
放
逐
さ
れ
た
。

３
　
ウ
ス
マ
ノ
フ
の
接
近

ほ
か
に
も
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
接
近
を
は
か
っ
て
成
功
し
た
者
が
い
る
。
ウ
ス
マ
ノ
フ
だ
。
ウ
ス
マ
ノ
フ
は



ガ
ス
プ
ロ
ム
の
社
長
だ
っ
た
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
の
知
遇
を
得
て
、
一
九
九
八
年
十
一
月
か
ら
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の

一
○
○
％
子
会
社
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
第
一
副
社
長
に
就
任
し
た
。
ガ

ス
プ
ロ
ム
・
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
不
良
債
権
を
対
象
企
業
の
株
式
と

交
換
し
て
（debt

sw
ap

）
資
産
と
し
て
保
有
す
る
会
社
で
、
九
九
年
か
ら
オ
ス
コ
リ
ス
ク
電
気
冶
金
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
（
Ｏ
Ｅ
Ｍ
Ｋ
）
株
の
一
六
・
五
四
七
％
や
、
ロ
シ
ア
最
大
の
鉄
鉱
石
供
給
企
業
で
あ
る
レ
ベ
ン
ジ

ス
キ
ー
選
鉱
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
（
Ｌ
Ｇ
Ｏ
Ｋ
）
株
の
五
七
・
一
一
七
％
を
保
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
○
○

○
年
二
月
か
ら
は
、
ウ
ス
マ
ノ
フ
は
同
社
社
長
に
な
り
、
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
更
迭
後
も
生
き
残
っ
た
。
そ
の
忠

誠
の
証
な
の
か
、
ウ
ス
マ
ノ
フ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
ら
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
の
一
・
五
％
（
約
三
五
億

分
）
を
保

有
し
、
ウ
ス
マ
ノ
フ
は
こ
れ
を
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
の
後
任
、
ミ
レ
ル
に
信
託
し
て
い
る
と
い
う
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
の
新
社
長
ミ
レ
ル
の
承
認
の
下
、
二
○
○
一
年
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
Ｋ
と
Ｌ
Ｇ
Ｏ
Ｋ
の
株
式
は
閉
鎖

型
株
式
会
社
ガ
ス
メ
タ
ル
に
移
さ
れ
た
。
ガ
ス
メ
タ
ル
は
○
○
年
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
・
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
と
金
融
グ
ル
ー
プ
・
イ
ン
タ
ー
フ
ィ
ン
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
Ｋ
株

（
七
一
％
）
と
Ｌ
Ｇ
Ｏ
Ｋ
株
（
八
一
・
五
％
）
を
ガ
ス
メ
タ
ル
に
移
す
代
わ
り
に
、
ガ
ス
メ
タ
ル
株
の
四
八
・

二
九
五
％
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
に
渡
さ
れ
た
。
○
四
年
四
月
、
こ
の
ガ

ス
メ
タ
ル
株
（
四
八
・
二
九
五
％
）
は
イ
ン
タ
ー
フ
ィ
ン
・
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
る
会
社
に
売
却
さ
れ
た
。
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し
た
が
っ
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
Ｋ
と
Ｌ
Ｇ
Ｏ
Ｋ
の
株
式
は
ガ
ス
メ
タ
ル
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
、
そ
の
ガ
ス
メ
タ
ル

は
イ
ン
タ
ー
フ
ィ
ン
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
形
式
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

イ
ン
タ
ー
フ
ィ
ン
・
グ
ル
ー
プ
は
ウ
ス
マ
ノ
フ
、
ク
ヴ
ェ
ト
ノ
イ
（
ガ
ス
メ
タ
ル
社
長
）、
ス
コ
チ
ャ
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
三
人
が
ガ
ス
メ
タ
ル
株
を
約
三
○
％
ず
つ
分
け
合
っ
て
い
る
と
い
う
説
が
あ

る
。
ウ
ス
マ
ノ
フ
が
五
四
・
四
％
、
二
○
％
弱
を
ク
ヴ
ェ
ト
ノ
イ
、
二
○
％
強
を
ス
コ
チ
ャ
が
実
質
的
に

支
配
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ガ
ス
メ
タ
ル
は
直
近
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
Ｋ
株
の
七

一
％
、
Ｌ
Ｇ
Ｏ
Ｋ
株
の
九
三
・
五
％
を
保
有
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

二
○
○
六
年
四
月
の
情
報
で
は
、
ク
ヴ
ェ
ト
ノ
イ
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
Ｋ
と
Ｌ
Ｇ
Ｏ
Ｋ
に
対
す
る
自
分
の
持
ち
分

を
ウ
ス
マ
ノ
フ
と
ス
コ
チ
ャ
に
売
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

一
方
で
、
ウ
ス
マ
ノ
フ
は
投
資
家
ア
ニ
シ
モ
フ
と
と
も
に
メ
タ
ロ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
株
を
五
○
％
ず
つ
保

有
し
、
同
社
は
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
、
ウ
ラ
ル
ス
タ
ー
リ
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
か
ら
改
称
）
株
の
一
○
○
％
、
ロ
シ
ア

第
二
位
の
鉄
鉱
石
供
給
会
社
ミ
ハ
イ
ロ
フ
ス
キ
ー
選
鉱
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
（
Ｍ
Ｇ
Ｏ
Ｋ
）
株
の
九
七
・
五
七
％

な
ど
を
保
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ウ
ス
マ
ノ
フ
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
後
ろ
盾
の
下
に
、
鉄
鋼
業
界
を

中
心
に
大
き
な
勢
力
を
有
す
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
る
。



４
　
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
社
長
の
弟
、
息
子
が
子
会
社
の
社
長
に

ヴ
ォ
ロ
シ
ン
一
派
や
ウ
ス
マ
ノ
フ
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
食
い
込
み
を
は
か
っ
て
い
た
こ
ろ
、
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ

社
長
は
自
ら
の
家
族
の
優
遇
と
い
う
独
裁
者
的
経
営
を
行
っ
て
い
た
。
一
九
九
七
年
に
ボ
ー
リ
ン
グ
作
業

の
効
率
化
の
た
め
に
子
会
社
と
し
て
プ
ル
ガ
ス
が
設
立
さ
れ
、
同
会
社
の
社
長
に
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
の
弟
ヴ
ィ

ク
ト
ル
が
就
い
た
。
九
九
年
一
月
に
は
、
息
子
の
ユ
ー
リ
ー
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
最
大
級
の
子
会
社
ガ
ス
エ

ク
ス
ポ
ル
ト
社
長
に
任
命
さ
れ
た
。
ユ
ー
リ
ー
は
八
○
年
に
大
学
卒
業
後
、
技
師
と
し
て
仕
事
を
始
め
た

が
、
父
親
が
出
世
す
る
に
つ
れ
て
、
昇
進
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
あ
る
パ
ン
ル
ス
ガ
ス
（Panrusgaz

）
の
副

社
長
や
、
ド
イ
ツ
の
ウ
ィ
ン
ガ
ス
（W

ingas

）
の
取
締
役
な
ど
を
歴
任
し
た
。
九
八
年
十
一
月
、
ガ
ス
エ

ク
ス
ポ
ル
ト
第
一
社
長
と
し
て
呼
び
戻
さ
れ
、
そ
の
後
、
社
長
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た

私
物
化
は
人
事
ば
か
り
か
、
株
式
に
も
及
ん
だ
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
関
連
の
子
会
社
ス

ト
ロ
イ
ト
ラ
ン
ス
ガ
ス
株
の
六
・
四
％
は
、
な
ぜ
か
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
の
娘
、
タ
チ
ヤ
ナ
・
デ
ヂ
コ
ワ
に
属
し

て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
同
社
株
の
二
○
％
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
取
締
役
で
あ
っ
た

ベ
ッ
ケ
ル
の
所
有
の
下
に
お
か
れ
、
一
二
・
三
％
は
三
人
の
ベ
ッ
ケ
ル
の
親
戚
（
娘
ナ
タ
ー
リ
ヤ
を
含
む
）
の
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下
に
あ
っ
た
。
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
の
娘
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
本
体
の
株
式
の
四
・
四
％
を
保
有
し
て
い
た
時
期
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
内
部
で
腐
敗
が
蔓
延
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
体
制
を
支
え
て
い
た
の
は
、
ガ
ス
の
専
門
家
で
、
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
と
長
く
苦
楽
を
共
に

し
て
き
た
人
々
だ
。
一
九
九
四
年
か
ら
ガ
ス
プ
ロ
ム
重
役
会
メ
ン
バ
ー
で
、
重
役
会
副
議
長
、
同
第
一
副

議
長
に
ま
で
上
り
つ
め
た
シ
ェ
レ
メ
ト
や
、
同
じ
く
九
四
年
か
ら
重
役
会
メ
ン
バ
ー
の
グ
ス
リ
ス
ト
ィ
だ
。

ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
の
潜
在
的
ラ
イ
バ
ル
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
は
、
プ
ー
シ
キ
ン
で
、
彼
は
九
四
年
か
ら
重
役

会
メ
ン
バ
ー
、
の
ち
に
同
副
議
長
に
就
任
し
た
。
た
だ
、
五
二
年
生
ま
れ
で
、
三
四
年
生
ま
れ
の
ヴ
ャ
ヒ

レ
フ
、
三
三
年
生
ま
れ
の
グ
ス
リ
ス
ト
ィ
、
四
一
年
生
ま
れ
の
シ
ェ
レ
メ
ト
に
比
べ
る
と
、
か
な
り
若
い
。

こ
う
し
た
人
脈
に
支
え
ら
れ
て
い
た
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
だ
っ
た
が
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
基
金
と
い
う
ガ
ス
プ

ロ
ム
の
少
数
株
主
に
よ
る
不
正
追
及
で
、
二
○
○
○
年
十
月
、
上
記
の
ス
ト
ロ
イ
ト
ラ
ン
ス
ガ
ス
で
の
不

正
が
暴
か
れ
る
な
ど
、
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
九
年
十
二
月
の
下

院
選
前
に
、
ル
シ
コ
フ
モ
ス
ク
ワ
市
長
と
プ
リ
マ
コ
フ
元
首
相
の
連
合
体
「
祖
国
・
全
ロ
シ
ア
」
を
ヴ
ャ

ヒ
レ
フ
が
支
持
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
見
方
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
の
立
場
を
悪
く

し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
は
○
一
年
に
な
っ
て
ガ
ス
プ
ロ
ム
社
長
（
重
役
会
議
長
）
か
ら
会
長

（
取
締
役
会
議
長
）
に
更
迭
さ
れ
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
次
官
に
据
え
て
い
た
旧
友
ミ
レ
ル
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を
社
長
に
就
け
た
わ
け
で
あ
る
。
勘
ぐ
れ
ば
、
Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
後
継
、
連
邦
保
安
局
が
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
更
迭
の
舞

台
裏
で
大
い
に
暗
躍
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
憶
測
も
可
能
だ
。

５
　
イ
テ
ラ
と
い
う
不
可
思
議
な
会
社

次
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
天
然
ガ
ス
に
よ
る
納
税
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
ガ
ス
を
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
に
販
売
す
る

仕
事
を
請
け
負
っ
て
き
た
イ
テ
ラ
と
い
う
不
可
思
議
な
会
社
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。
ロ
シ
ア
連
邦
会
計

検
査
院
が
二
○
○
一
年
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
米
国
を
本
拠
地
と
す
る
国
際
会
社
グ
ル
ー
プ
「
イ
テ

ラ
」（
Ｍ
Ｇ
Ｋ
イ
テ
ラ
）
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
、
バ
ル
ト
諸
国
、米
国
、ベ
ル
ギ
ー
な
ど
二
四
カ
国
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

冶
金
・
化
学
な
ど
の
部
門
の
約
一
三
○
企
業
を
統
合
す
る
会
社
と
し
て
一
九
九
二
年
に
設
立
さ
れ
た
。
Ｍ

Ｇ
Ｋ
イ
テ
ラ
の
総
従
業
員
数
は
八
○
○
○
人
強
に
上
る
。
Ｍ
Ｇ
Ｋ
イ
テ
ラ
の
筆
頭
会
社
は
九
六
年
三
月
十

五
日
に
オ
ラ
ン
ダ
領
ア
ン
チ
ル
諸
島
に
登
録
さ
れ
た
イ
テ
ラ
・
グ
ル
ー
プ
（IT

E
R

A
G

roup
N

V

）
だ
。
イ

テ
ラ
・
グ
ル
ー
プ
社
長
は
イ
ー
ゴ
リ
・
マ
カ
ロ
フ
（
著
名
な
元
競
輪
選
手
）
で
、
そ
の
信
託
管
理
の
下
に
イ

テ
ラ
・
グ
ル
ー
プ
の
株
式
の
二
六
・
○
一
％
が
お
か
れ
て
い
る
。
残
り
の
株
式
は
イ
テ
ラ
・
グ
ル
ー
プ
の

二
つ
の
株
式
資
本
基
金
に
集
中
さ
れ
、V

an
D

oorn
FSILtd.

社
の
信
託
管
理
の
下
に
お
か
れ
て
い
る
。
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イ
テ
ラ
・
グ
ル
ー
プ
は
旧
ソ
連
諸
国
へ
の
消
費
財
供
給
や
石
油
・
石
油
製
品
の
貿
易
に
従
事
し
て
き
た
。

一
九
九
四
年
、
同
社
は
初
め
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
の
ガ
ス
市
場
に
参
入
し
、ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
販

売
さ
れ
た
天
然
ガ
ス
に
対
す
る
支
払
い
と
し
て
商
品
を
受
け
取
っ
た
。
近
年
、
イ
テ
ラ
・
グ
ル
ー
プ
は
ガ

ス
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
展
さ
せ
、
ロ
シ
ア
に
も
進
出
し
た
。
Ｍ
Ｇ
Ｋ
イ
テ
ラ
の
ロ
シ
ア
の
企
業
は
有
限
会
社
イ

テ
ラ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
た
。
イ
テ
ラ
･
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
九
八
年
十
月
に
モ
ス

ク
ワ
に
登
録
さ
れ
、
そ
の
管
理
者
は
イ
テ
ラ
・
グ
ル
ー
プ
（
六
○
％
）
と
個
人
（
四
○
％
）
だ
っ
た
と
い
う
。

Ｍ
Ｇ
Ｋ
イ
テ
ラ
と
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
の
相
互
関
係
は
、
互
い
に
独
立
し
た
自
主
的
な
関
係
と
し
て
構
築
さ

れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
一
九
九
九
〜
二
○
○
○
年
、
Ｍ
Ｇ
Ｋ
イ
テ
ラ
は
ア
ル
メ
ニ
ア
と
グ
ル
ジ
ア
へ
の
唯

一
の
天
然
ガ
ス
輸
出
者
で
あ
り
、
バ
ル
ト
諸
国
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
の
全
供
給
の
三
分
の
一
強
を
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
は
半
分
強
を
輸
出
し
た
。
○
○
年
十
二
月
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
へ
の
天
然
ガ
ス
の
供
給
が
開
始

さ
れ
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
し
て
は
、
バ
ー
タ
ー
取
引
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
へ
の
ガ
ス
輸
出

を
イ
テ
ラ
に
任
せ
、
決
済
上
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
九
八
年

に
三
八
一
○
億
立
方

も
の
埋
蔵
量
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
イ
テ
ラ
の
合
弁
会
社
プ
ル
ガ
ス
へ
移
転
す
る
な

ど
、
不
可
思
議
な
取
引
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
イ
テ
ラ
と
の
間
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が
暴
露
さ
れ
た
こ
と
も
ヴ

ャ
ヒ
レ
フ
退
陣
を
早
め
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
仲
介
者
を
通
じ
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
に
天
然
ガ
ス
を
輸
出
す
る
ス
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キ
ー
ム
は
そ
の
後
、
一
部
の
諸
国
で
は
減
少
し
た
（
ア
ル
メ
ニ
ア
は
○
○
年
の
天
然
ガ
ス
輸
入
の
一
○
○
％
を

仲
介
者
経
由
で
行
っ
た
が
、
○
四
年
に
は
一
○
○
％
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
な
っ
た
。
ラ
ト
ビ
ア
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
○
○

年
の
一
○
○
％
仲
介
者
に
よ
る
供
給
か
ら
、
○
四
年
に
仲
介
者
の
輸
入
に
占
め
る
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
三
三
％
、
二

三
％
ま
で
低
下
し
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
は
仲
介
者
の
割
合
が
二
二
％
か
ら
○
％
に
、
エ
ス
ト
ニ
ア
と
モ
ル
ド
バ
は
二

五
％
か
ら
○
％
に
な
っ
た
）
が
、
○
四
年
段
階
で
も
継
続
し
て
い
る
国
も
あ
る
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
場
合
、
仲
介

者
に
よ
る
天
然
ガ
ス
供
給
の
割
合
は
○
○
年
の
五
四
％
か
ら
五
二
％
に
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
三
五
％
か
ら
四
四
％
、

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
二
六
％
か
ら
四
○
％
に
変
化
し
た
）。

二
○
○
二
年
四
月
、
イ
テ
ラ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
と
、
ミ
ヘ
リ
ソ
ン
の
率
い
る
ノ
ヴ
ァ
フ
ィ
ン
イ
ン
ヴ

ェ
ス
ト
を
合
併
し
て
、
石
油
ガ
ス
会
社
（
Ｎ
Ｇ
Ｋ
）
イ
テ
ラ
を
設
立
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
実
際

に
設
立
さ
れ
た
の
は
○
二
年
五
月
だ
。
Ｎ
Ｇ
Ｋ
イ
テ
ラ
に
は
、
イ
テ
ラ
が
保
有
し
て
い
た
販
売
会
社
の
全

株
式
が
繰
り
入
れ
ら
れ
た
ほ
か
、
プ
ル
ガ
ス
株
の
四
九
％
な
ど
も
移
譲
さ
れ
た
。
独
立
系
の
有
力
石
油
ガ

ス
会
社
ノ
ヴ
ァ
テ
ク
（
○
五
年
末
の
天
然
ガ
ス
採
掘
量
は
一
兆
三
四
四
○
億
立
方

）
社
長
の
ミ
ヘ
リ
ソ
ン
は

Ｎ
Ｇ
Ｋ
イ
テ
ラ
の
社
長
（
重
役
会
議
長
）
を
兼
務
し
た
。
マ
カ
ロ
フ
は
同
会
長
（
取
締
役
会
議
長
）
と
な
っ
た
。

イ
テ
ラ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
ガ
ス
の
輸
送
を
、
Ｎ
Ｇ
Ｋ
イ
テ
ラ
は
ガ
ス
の
卸
売
に
従
事
し
て
い
る
。

ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
退
陣
後
、
イ
テ
ラ
と
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
関
係
は
悪
化
し
た
。
二
○
○
三
年
に
、
イ
テ
ラ
は
ト
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ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
ガ
ス
取
扱
い
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
奪
わ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
場
か
ら
の
撤
退
も
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
と
い
っ
て
も
、
両
者
の
関
係
は
断
絶
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
○
六
年
六
月
、
マ
カ
ロ
フ
と
ミ

レ
ル
は
二
○
○
六
〜
一
○
年
の
協
力
合
意
に
署
名
し
た
。

６
　
ガ
ス
プ
ロ
ム
幹
部
の
入
れ
替
え

ミ
レ
ル
は
社
長
就
任
後
、
こ
う
し
た
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
人
脈
を
追
い
落
と
し
、
自
ら
の
人
脈
を
築
き
上
げ
る

必
要
が
あ
っ
た
。
表
９
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ミ
レ
ル
は
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
の
対
外
関
係
委
員

会
の
部
長
を
務
め
た
り
、
海
洋
港
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
取
締
役
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
バ
ル
ト
・

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
）
の
社
長
だ
っ
た
り
し
た
時
代
の
知
り
合
い
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
登
用

す
る
こ
と
で
、
既
存
勢
力
の
一
掃
を
は
か
っ
た
。

最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、
ヴ
ォ
ロ
シ
ン
人
脈
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
た
財
務
部
門
を
ど
う
ミ
レ
ル
が
掌

握
す
る
か
で
あ
っ
た
。
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
時
代
末
期
に
財
務
部
門
全
体
を
統
括
し
て
い
た
の
は
、
ロ
シ
ア
中
央

銀
行
の
総
裁
だ
っ
た
ド
ゥ
ビ
ニ
ン
だ
。
彼
は
一
九
九
八
年
八
月
の
金
融
危
機
表
面
化
の
責
任
を
と
っ
て
総

裁
を
辞
め
た
後
、
同
年
十
月
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
重
役
会
副
議
長
に
就
任
し
た
。
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
が
招
聘
し
た
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ミレル

ヴァシリエワ

クラスネンコフ

セレズニョフ

クルグロフ

ディバリ

レヴィエフ

サンクトペテルブルク市対外関係
委員会管理部長，公開型株式会
社「海洋港サンクトペテルブルク」
財務取締役，株式会社BPS社長

公開型株式会社「海洋港サンク
トペテルブルク」主任会計士，
株式会社BPS主任会計士

株式会社「オーストリア」社長

株式会社BPS税グループ長

サンクトペテルブルク市対外関
係委員会職員

「ペテルブルク－５チャンネル」社
長，ラジオ局「バルチカ」社長，
戦略策定センター「北西」副代表

「ペテルブルク－５チャンネル」
社長，ラジオ局「バルチカ」社
長，戦略策定センター「北西」
副代表，サンクトペテルブルク市
およびレニングラード州のプレス
省地域管理長官

表 9 ガスプロムにおけるペテルブルク人脈

（出所）［44］p.87.

社長
（重役会議長）

主任会計士

資産管理部長

マーケティング・
ガス加工部長

財務部長

広報部長，「ガス
プロム・メディア」
取締役会議長

重役会メンバ
ー，「ガスプロム
プレクチムペク
ス」社長

サンクトペテルブルクに
おける仕事

ガスプロムに
おける仕事

（2003年１月）
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も
の
で
、
ド
ゥ
ビ
ニ
ン
は
財
務
部
門
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
ド
ゥ
ビ
ニ
ン
は
二
○
○
一
年
九

月
に
辞
職
し
、
後
任
に
は
、
銀
行
メ
ナ
テ
ッ
プ
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
社
長
だ
っ
た
サ
ヴ
ェ
リ
エ

フ
が
就
任
し
た
。
こ
の
人
事
は
当
時
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
第
一
副
社
長
（
重
役
会
第
一
副
議
長
）
だ
っ
た
ロ
ジ

オ
ノ
フ
が
後
ろ
盾
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ロ
ジ
オ
ノ
フ
は
九
六
年
八
月
か
ら
一
年
間
、
燃
料
エ
ネ
ル

ギ
ー
相
を
務
め
た
人
物
で
、
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
が
招
い
た
「
助
っ
人
」
だ
が
、
九
八
年
十
一
月
か
ら
銀
行
メ
ナ

テ
ッ
プ
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
会
長
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
重
役
会
副
議
長
と
と
も
に
兼
務
し
て
い
た

関
係
で
、
サ
ヴ
ェ
リ
エ
フ
を
推
薦
し
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
ロ
ジ
オ
ノ
フ
も
解
任
さ
れ
、
後
ろ
盾
を
失

っ
た
サ
ヴ
ェ
リ
エ
フ
は
○
二
年
五
月
、
辞
任
し
、
後
任
に
は
ユ
ル
ロ
フ
が
選
ば
れ
た
。
ま
だ
、
力
を
も
っ

て
い
た
ヴ
ォ
ロ
シ
ン
が
彼
を
強
く
推
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
ヴ
ォ
ロ
シ
ン
の
子
飼
い
の
セ
メ

ニ
ャ
カ
に
代
え
て
ユ
ル
ロ
フ
が
送
り
込
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
ユ
ル
ロ
フ
も
○
三
年
十
月
、
ヴ
ォ

ロ
シ
ン
が
大
統
領
府
長
官
の
ポ
ス
ト
を
失
う
と
、
○
四
年
四
月
、
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。
後
任
は
ク
ル

グ
ロ
フ
だ
。
こ
う
し
て
ミ
レ
ル
側
近
の
三
○
歳
代
の
若
者
が
財
務
担
当
の
重
役
会
副
議
長
に
就
任
し
、
ヴ

ォ
ロ
シ
ン
人
脈
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
か
ら
一
掃
さ
れ
た
。

錯
綜
を
き
わ
め
た
の
は
、
欧
州
向
け
ガ
ス
輸
出
を
主
体
と
す
る
ガ
ス
エ
ク
ス
ポ
ル
ト
だ
。
同
社
社
長
だ

っ
た
息
子
ユ
ー
リ
ー
は
ミ
レ
ル
人
脈
が
着
々
と
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
人
脈
を
駆
逐
す
る
な
か
で
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
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海
外
担
当
コ
マ
ロ
フ
副
社
長
と
対
立
、
二
○
○
二
年
一
月
、
社
長
辞
任
を
申
し
出
た
。
そ
の
後
任
に
は
、

ガ
ス
設
備
の
供
給
に
従
事
す
る
ガ
ス
コ
メ
ル
ツ
社
の
会
長
だ
っ
た
シ
エ
ン
コ
が
就
い
た
。
こ
れ
は
当
時
、

大
統
領
府
の
副
長
官
だ
っ
た
セ
チ
ン
が
行
っ
た
人
事
だ
と
み
ら
れ
て
い
た
。
○
一
年
の
段
階
で
、
八
○

億

を
上
回
る
売
上
高
を
も
つ
企
業
だ
け
に
、「
蜜
」
を
求
め
て
政
治
家
が
干
渉
す
る
の
だ
。
ガ
ス
プ
ロ

ム
・
グ
ル
ー
プ
の
高
官
の
人
事
に
は
、
大
統
領
府
な
ど
の
「
国
家
」
が
口
出
し
で
き
る
状
況
が
つ
づ
い
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
二
○
○
二
年
七
月
、
こ
の
シ
エ
ン
コ
は
解
任
さ
れ
て
し
ま
う
。
シ
エ
ン
コ
は
ガ
ス
エ
ク
ス
ポ

ル
ト
独
自
に
事
業
展
開
を
行
い
、
そ
れ
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
海
外
担
当
コ
マ
ロ
フ
副
社
長
を
怒
ら
せ
た
た
め

と
み
ら
れ
て
い
る
。
解
任
後
、
し
ば
ら
く
コ
マ
ロ
フ
が
ガ
ス
エ
ク
ス
ポ
ル
ト
を
指
揮
し
た
が
、
同
年
八
月
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ヂ
ェ
フ
が
任
命
さ
れ
た
。
大
統
領
府
も
こ
の
人
事
を
了
承
し
た
結
果
で

あ
る
。
彼
は
ロ
シ
ア
の
石
油
や
石
油
製
品
を
買
い
付
け
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
に
再
販
す
る
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
商
社
の
幹
部
を
務
め
て
い
た
。
彼
は
ミ
レ
ル
の
子
飼
い
と
は
い
え
な
い
が
、
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
人
脈
か
ら

は
ほ
ど
遠
い
人
物
が
よ
う
や
く
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
重
要
子
会
社
社
長
に
就
任
し
た
こ
と
に
な
る
。
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3

ガ
ス
プ
ロ
ム
・
グ
ル
ー
プ
を
め
ぐ
っ
て

表
９
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
レ
ヴ
ィ
エ
フ
の
後
任
が
デ
ィ
バ
リ
で
あ
っ
た
。
レ
ヴ
ィ
エ
フ
を
追
う
よ
う
に

し
て
デ
ィ
バ
リ
の
経
歴
が
あ
る
。
戦
略
策
定
セ
ン
タ
ー
「
北
西
」
は
基
金
形
態
を
と
る
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
の
知
識
人
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
よ
う
な
も
の
だ
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
こ
の
組
織
か
ら
も
人
材
を
抜

擢
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
結
果
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
人
脈
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
人
々
が
ガ

ス
プ
ロ
ム
の
新
た
な
経
営
陣
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
デ
ィ
バ
リ
は
奇
し
く
も
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
子
会
社

で
あ
る
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
の
経
営
者
と
な
っ
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
グ
ル
ー
プ
が
ロ
シ
ア
に
お
い
て

大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
る
背
後
に
は
、
こ
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
支
配

が
あ
る
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
一
九
九
七
年
十
二
月
、
公
開
型
の
株
式
会
社
と
し
て
子
会
社
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア

を
設
立
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
本
体
が
保
有
し
て
い
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
か
か
わ
る
株
式
を
管

理
し
た
り
、
広
告
業
を
行
っ
た
り
す
る
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ

ア
の
売
上
高
は
二
○
○
三
年
で
四
億

程
度
と
み
ら
れ
て
い
る
。



第１章　ガスプロム・グループの「内部」

65

ガ
ス
プ
ロ
ム
本
体
は
前
述
の
と
お
り
、
一
九
九
六
年
五
月
、
大
統
領
選
を
前
に
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
株
の
三

○
％
を
取
得
し
て
い
た
（
Ｎ
Ｔ
Ｖ
は
九
三
年
七
月
十
二
日
に
登
録
さ
れ
た
会
社
で
、
同
年
十
月
十
日
か
ら
放
送
を

開
始
し
た
。
ロ
シ
ア
国
家
テ
レ
ラ
ジ
オ
会
社
オ
ス
タ
ン
キ
ノ
の
幹
部
だ
っ
た
マ
ラ
シ
ェ
ン
コ
、
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ

ー
の
キ
セ
リ
ョ
フ
ら
が
メ
デ
ィ
ア
王
グ
シ
ン
ス
キ
ー
の
指
導
の
下
に
設
立
し
た
）。
だ
が
実
際
に
は
、
こ
の
株
は

オ
リ
ガ
ル
ヒ
（
新
興
財
閥
）
の
ひ
と
り
、
グ
シ
ン
ス
キ
ー
の
持
ち
株
会
社
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
（
グ
シ
ン
ス

キ
ー
が
グ
ル
ー
プ
「
モ
ス
ト
」
に
よ
っ
て
支
配
し
て
い
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
資
産
を
も
と
に
九
七
年
一
月
に
設
立
し

た
会
社
で
、
そ
の
な
か
に
は
『
セ
ボ
ー
ド
ニ
ャ
』
紙
、『
セ
ブ
ン
デ
イ
ズ
』
紙
、『
イ
ト
ー
ギ
』
誌
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
、
Ｎ
Ｔ

Ｖ
プ
ラ
ス
、
ラ
ジ
オ
局
エ
ホ
・
モ
ス
ク
ヴ
ィ
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
）
に
信
託
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ガ

ス
プ
ロ
ム
は
さ
ら
に
、
こ
の
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
株
の
一
四
・
七
％
を
保
有
し
て
い
た
。
九
七
年
八
月
か

ら
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
『
ラ
ボ
ー
チ
ャ
ヤ
・
ト
リ
ブ
ー
ナ
』
紙
の
発
行
母
体
で
あ
る
新
聞
編
集
局
「
Ｒ
Ｔ
―

ト

リ
ブ
ー
ナ
」
株
の
五
一
％
を
取
得
し
た
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
『
ト
ル
ー
ド
』
紙
の
発
行
母
体
で
あ
る
新
聞
編
集
局
「
ト
ル
ー
ド
」
の
株
式
も
保
有
し
て

い
た
。
一
説
に
は
、
一
九
九
七
年
夏
、「
ト
ル
ー
ド
」
は
二
○
○
○
万

で
株
式
の
二
四
％
を
購
入
す
る
よ

う
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
求
め
た
が
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
側
は
同
じ
金
額
で
四
○
％
を
要
求
し
た
た
め
、
交
渉
は
決
裂

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
株
式
の
一
部
を
取
得
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
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い
な
い
。
こ
う
し
た
ガ
ス
プ
ロ
ム
保
有
の
メ
デ
ィ
ア
株
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
に
移
さ
れ
、
一
元
管

理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
は
グ
シ
ン
ス
キ
ー
が
支
配
し
て
い
た
Ｎ
Ｔ
Ｖ
の
株
式
な
ど
を
め
ぐ
る
「
騒
動
」

に
巻
き
込
ま
れ
た
。
一
九
九
八
年
六
月
、
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
と
衛
星
放
送
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｖ
プ
ラ
ス
は
、
政

府
系
金
融
機
関
の
ヴ
ニ
ェ
シ
エ
コ
ノ
ム
銀
行
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
四
○
○
○
万

と
二
○
○
○
万

の
融
資
を
、

延
長
可
能
性
を
付
帯
条
件
と
し
て
九
九
年
六
月
二
十
一
日
期
日
で
借
り
入
れ
た
。
し
か
し
、
ヴ
ニ
ェ
シ
エ

コ
ノ
ム
銀
行
は
融
資
の
延
長
を
拒
否
。
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
と
Ｎ
Ｔ
Ｖ
プ
ラ
ス
は
い
っ
た
ん
は
裁
判
に
訴

え
た
が
、
突
然
、
取
り
下
げ
、
ヴ
ニ
ェ
シ
エ
コ
ノ
ム
銀
行
と
債
権
・
債
務
の
相
殺
を
行
お
う
と
し
た
。
メ

デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
は
保
有
す
る
国
内
外
貨
建
て
国
債
を
借
入
金
と
相
殺
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

有
効
性
を
め
ぐ
っ
て
裁
判
に
な
り
、
九
九
年
九
月
、
モ
ス
ク
ワ
の
仲
裁
裁
判
所
は
相
殺
を
無
効
と
し
た
。

結
局
、
利
子
や
延
滞
料
を
含
め
て
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
は
四
一
○
○
万

、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
プ
ラ
ス
は
二
一
○
○

万

を
ヴ
ニ
ェ
シ
エ
コ
ノ
ム
銀
行
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
今
度
は
債
務
者
側
の
財
産
の

差
し
押
さ
え
が
問
題
化
す
る
な
ど
し
て
、
最
終
的
に
は
九
九
年
十
二
月
に
な
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト

は
ヴ
ニ
ェ
シ
エ
コ
ノ
ム
銀
行
に
四
二
二
○
万

、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
プ
ラ
ス
は
二
○
○
○
万

を
支
払
う
こ
と
で
合

意
し
、
実
際
に
支
払
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
担
保
と
し
て
銀
行
に
出
し
て
い
た
有
価
証
券
の
返
却
を
求
め
る
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訴
訟
な
ど
、
係
争
は
継
続
し
た
。

一
方
で
、
一
九
九
八
年
に
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
委
託
し
て
ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
・
フ

ァ
ー
ス
ト
・
ボ
ス
ト
ン
か
ら
二
回
に
わ
た
っ
て
借
り
入
れ
た
二
億
一
一
六
○
万

と
二
億
六
一
四
八
万

が
問
題
化
し
た
。
返
済
で
き
な
い
場
合
に
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
銀
行
に
返
済
す
る
代
わ
り
に
、
ガ
ス
プ
ロ

ム
が
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
か
ら
取
り
立
て
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
は
借
入
に
際
し
て
、

ガ
ス
プ
ロ
ム
に
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
の
株
式
の
一
部
を
担
保
と
し
て
差
し
出
し
て
い
た
が
、
返
済
で
き
な

い
状
況
か
ら
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
に
代
わ
っ
て
返
済
す
る
分
を
ど
の
よ
う
に
メ
デ
ィ

ア
・
モ
ス
ト
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
支
払
う
べ
き
な
の
か
が
問
題
に
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
グ
シ
ン

ス
キ
ー
は
二
○
○
○
年
六
月
、
国
家
財
産
の
横
領
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
拘
置
所
で
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
対
す
る

メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
の
債
務
の
返
済
に
つ
い
て
合
意
を
強
制
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
解

放
後
、
グ
シ
ン
ス
キ
ー
は
こ
う
し
た
合
意
を
反
故
に
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
年
九
月
、
親
会
社

ガ
ス
プ
ロ
ム
の
意
向
を
受
け
て
、
子
会
社
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
は
す
で
に
代
位
弁
済
し
た
二
億
一
一

六
○
万

の
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
か
ら
の
取
り
立
て
と
、
株
式
の
売
買
合
意
の
履
行
を
グ
シ
ン
ス
キ
ー
に

強
制
す
る
こ
と
を
求
め
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
○
○
年
十
一
月
十
七
日
付
の
和
解
に
従
っ
て
、
メ
デ
ィ

ア
・
モ
ス
ト
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
に
Ｎ
Ｔ
Ｖ
株
の
一
六
％
、
ラ
ジ
オ
局
エ
ホ
・
モ
ス
ク
ヴ
ィ
や
Ｎ
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Ｔ
Ｖ
プ
ラ
ス
な
ど
の
株
式
二
五
％
＋
一
株
を
譲
渡
し
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
は
訴
訟
を
取
り
下
げ

た
。
も
う
ひ
と
つ
の
融
資
（
二
億
六
一
四
八
万

）
に
関
連
し
て
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
に
担
保
と
し

て
Ｎ
Ｔ
Ｖ
株
の
一
九
％
、
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
の
残
り
の
会
社
の
株
式
の
二
五
％
が
差
し
出
さ
れ
た
。
○

○
年
末
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
は
Ｎ
Ｔ
Ｖ
株
の
六
五
％
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
プ
ラ
ス
、
エ
ホ
・
モ
ス
ク
ヴ
ィ

な
ど
の
株
式
の
過
半
数
を
取
得
し
て
い
た
と
い
う
情
報
も
あ
る
。

次
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
担
保
株
取
引
だ
っ
た
。
担
保
株
を
預
か
る
の
は
ド
イ
ツ
銀
行
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
二
○
○
一
年
七
月
に
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
が
融
資
が
返
済
で
き
な
い
場
合
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
株
の
一
六
％

が
自
動
的
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
に
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
担
保
株
の
株
主
行
使

権
の
喪
失
を
恐
れ
た
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
は
再
び
裁
判
を
起
こ
し
た
。
一
方
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア

も
契
約
不
履
行
を
理
由
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
○
一
年
一
月
二
十
五
日
付
の
モ
ス
ク
ワ
の
仲
裁
裁
判
所
の

決
定
に
従
っ
て
こ
の
一
六
％
の
株
式
は
差
し
押
さ
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
に
移
譲

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
の
株
主
総
会
を
開
い
て
Ｎ
Ｔ
Ｖ
の
既
存
の
経
営
者

を
代
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
広
が
り
、
既
存
の
経
営
者
と
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
が
別
々
の
株
主
総
会

を
開
催
し
、
そ
の
有
効
性
が
裁
判
で
争
わ
れ
る
ま
で
に
発
展
し
た
。
結
局
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
側

が
勝
利
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
取
締
役
会
議
長
に
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
コ
フ
が
選
任
さ
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れ
、
社
長
に
は
ヨ
ル
ダ
ン
が
就
任
す
る
と
い
う
○
一
年
四
月
の
人
事
が
固
ま
っ
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ

ィ
ア
の
Ｎ
Ｔ
Ｖ
所
有
株
式
比
率
が
五
○
・
四
四
％
に
達
し
て
い
た
結
果
で
あ
る
。
○
一
年
四
月
、
有
力
な
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
三
○
人
強
が
Ｎ
Ｔ
Ｖ
を
辞
職
す
る
こ
と
に
な
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
。

１
　
ミ
レ
ル
の
子
飼
い
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
社
長
に

そ
の
一
方
で
、
徴
税
庁
は
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
プ
ラ
ス
な
ど
の
清
算
を
求
め
る
訴

訟
を
起
こ
し
た
。
二
○
○
一
年
四
月
、
モ
ス
ク
ワ
仲
裁
裁
判
所
は
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
の
清
算
の
訴
え
を

退
け
た
が
、
同
年
五
月
二
十
九
日
に
は
清
算
決
定
を
採
択
し
た
。
同
年
八
月
、
連
邦
仲
裁
裁
判
所
も
こ
れ

を
支
持
し
た
。
○
一
年
九
月
十
日
、
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
の
株
主
総
会
は
会
社
の
清
算
を
決
め
、
財
産
は

債
務
を
少
し
で
も
返
済
す
る
た
め
に
売
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
○
一
年
十
月
に
な
る
と
、
ヴ
ャ
ヒ
レ

フ
時
代
に
任
命
さ
れ
た
コ
フ
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
社
長
を
辞
任
、
後
任
に
ミ
レ
ル
は
ヨ
ル
ダ
ン
Ｎ

Ｔ
Ｖ
社
長
を
任
命
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
ヨ
ル
ダ
ン
は
○
三
年
一
月
、
○
二
年
十
月
に
起
き
た
モ
ス
ク
ワ

劇
場
占
拠
事
件
を
め
ぐ
る
Ｎ
Ｔ
Ｖ
の
報
道
な
ど
の
責
任
を
追
及
さ
れ
、
突
然
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア

社
長
を
解
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
社
長
も
辞
任
し
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
の
新
社
長
に
は
デ
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ィ
バ
リ
、
新
Ｎ
Ｔ
Ｖ
社
長
に
は
セ
ン
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
就
任
し
た
。
よ
う
や
く
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
の

社
長
も
ミ
レ
ル
の
子
飼
い
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

結
局
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
は
プ
ー
チ
ン
と
対
立
し
た
グ
シ
ン
ス
キ
ー
の
Ｎ
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
を
乗
っ
取
る
こ
と
に
成
功
し
た
わ
け
だ
。
二
○
○
一
年
九
月
、
ミ
レ
ル
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
株
式
の
五

一
％
、
銀
行
ユ
ー
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
四
九
％
を
保
有
す
る
新
し
い
持
ち
株
会
社
を
設
立
し
、
そ
こ
に
ガ

ス
プ
ロ
ム
の
す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
関
連
資
産
を
移
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ユ
ー
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、

ロ
シ
ア
中
央
銀
行
の
海
外
子
会
社
ユ
ー
ロ
バ
ン
ク
の
一
○
○
％
子
会
社
で
、
前
述
の
ウ
ス
マ
ノ
フ
が
主
導

す
る
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
が
○
一
年
六
月
、
ユ
ー
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
株
の

六
六
％
を
購
入
し
た
。
し
か
し
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
ユ
ー
ロ
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
の
持
ち
株
比
率
は
増
資
後
、
四
四
％
ま
で
低
下
し
、
○
一
年
十
一
月
ま
で
に
ヴ
ニ
ェ
シ
エ
コ
ノ
ム

銀
行
と
投
資
会
社
ト
ロ
イ
カ
・
ジ
ア
ロ
ー
グ
が
ほ
ぼ
二
○
％
ず
つ
購
入
し
た
。
そ
の
結
果
、
ユ
ー
ロ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
は
ヴ
ニ
ェ
シ
エ
コ
ノ
ム
銀
行
や
ユ
ー
ロ
バ
ン
ク
、
ス
ラ
ヴ
ネ
フ
チ
な
ど
が
二
割
ほ
ど
の
株
式
を

所
有
す
る
会
社
と
な
っ
た
。
同
行
は
○
三
年
末
に
モ
ス
ナ
ル
バ
ン
ク
（
中
央
銀
行
の
在
ロ
ン
ド
ン
子
会
社
で

あ
る
モ
ス
ク
ワ
・
ナ
ロ
ー
ド
ヌ
イ
銀
行
の
子
会
社
）
と
合
併
し
て
、
ユ
ー
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
モ
ス
ナ
ル
バ
ン

ク
と
な
っ
て
い
る
。
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し
か
し
、
実
際
に
は
、
二
○
○
五
年
八
月
現
在
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
ユ
ー
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
モ
ス
ナ
ル

バ
ン
ク
に
よ
る
持
ち
株
会
社
は
設
立
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
○
五
年
十
一
月
二
十
八
日
付
『
ヴ

ェ
ー
ド
モ
ス
チ
』
紙
に
よ
る
と
、
○
二
年
九
月
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
当
時
の
ユ
ー
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
Ｎ

Ｔ
Ｖ
株
の
三
○
・
五
六
％
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
（
モ
ス
ク
ワ
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
一
九
九
七
年
秋
に
設
立
さ
れ
、

九
八
年
一
月
か
ら
放
送
開
始
）
株
の
二
八
・
二
七
％
、
出
版
所
セ
ブ
ン
デ
イ
ズ
（7days

）（『
セ
ブ
ン
デ
イ
ズ
』

誌
な
ど
を
出
版
）
株
の
五
％
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
プ
ラ
ス
株
の
二
一
・
五
二
％
、
ラ
ジ
オ
局M

―Pul+

（
エ
ホ
・
モ
ス
ク

ヴ
ィ
を
含
む
四
〜
五
ラ
ジ
オ
局
を
統
合
）
株
の
二
九
・
九
八
％
を
一
億

で
売
却
し
て
い
た
。
実
際
に
は
現
金

決
済
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
説
が
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の
一

億
六
○
○
万

の
投
資
義
務
と
六
億

強
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
の
債
務
の
リ
ス
ト
ラ
が
条
件
だ
っ

た
と
い
う
。
い
ず
れ
の
株
式
に
つ
い
て
も
、
最
大
の
株
式
保
有
者
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
の
ま
ま
で

あ
り
、
○
六
年
三
月
の
情
報
で
は
、
そ
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
株
の
過
半
数
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
に

移
さ
れ
て
い
た
。
○
三
年
七
月
の
情
報
で
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
株
の
約
八
六
％

を
保
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
○
五
年
に
な
っ
て
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
に
移
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

二
○
○
五
年
秋
、
ユ
ー
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
モ
ス
ナ
ル
バ
ン
ク
が
保
有
し
て
い
る
上
記
の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
株
に
つ
い
て
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
が
買
い
戻
す
計
画
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
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２
　
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
買
収

二
○
○
五
年
六
月
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
は
ソ
連
政
府
機
関
紙
と
し
て
有
名
だ
っ
た
『
イ
ズ
ヴ
ェ

ス
チ
ヤ
』（
発
行
部
数
二
○
万
部
）
を
発
行
し
て
き
た
公
開
型
株
式
会
社
・
編
集
局
・
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
株
の

五
○
・
一
九
％
を
二
五
○
○
万

で
取
得
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ロ
ス
・
グ
ル
ー
プ
の
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
で
あ
る
プ
ロ
フ
メ
デ
ィ
ア
か
ら
購
入
し
た
。
こ
れ
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
規
制
を
強
め
る
ロ
シ
ア
政
府

が
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
依
頼
し
て
行
っ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
支
配
の
一
環
と
い
う
見
方
が
あ
る
。『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス

チ
ヤ
』
紙
は
、
○
四
年
九
月
の
ベ
ス
ラ
ン
学
校
占
拠
事
件
で
プ
ー
チ
ン
政
権
に
批
判
的
な
報
道
を
行
い
、

編
集
長
が
解
任
さ
れ
た
ば
か
り
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
を
事
実
上
の
国
営
会
社
で
あ
る
か

の
よ
う
に
自
ら
の
手
先
と
し
て
使
っ
て
い
る
か
に
み
え
る
。
な
お
、
ル
ク
オ
イ
ル
が
保
有
し
て
い
た
イ
ズ

ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
株
四
八
％
は
○
三
年
に
管
理
会
社
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
セ
ン
タ
ー
に
売
却
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

の
株
も
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
が
取
得
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
観
測
が
あ
る
。
別
の
情
報
で
は
、
○

三
年
七
月
、
ル
ク
オ
イ
ル
・
ガ
ラ
ン
ト
は
保
有
す
る
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
株
の
三
八
・
四
三
％
を
投
資
基
金

メ
デ
ィ
ア
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
管
理
）
に
売
却
し
て
い
た
と
い
う
。
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二
○
○
五
年
七
月
の
情
報
で
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
株
の
八
六
％
を
保
有
し
て

お
り
、
事
実
上
、
国
家
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
の
過
半
数
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・

メ
デ
ィ
ア
も
プ
ー
チ
ン
の
思
い
の
ま
ま
に
操
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
。

興
味
深
い
の
は
、
同
月
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
お
よ
び
そ
の
子
会
社
が
保
有
す
る
合
計
九
五
・
一
三
％
の
ガ
ス

プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
株
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
関
連
組
織
に
渡
し
、
そ
れ
と
交
換
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
ガ
ス

プ
ロ
ム
銀
行
の
子
会
社
の
下
か
ら
有
限
会
社
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
資
本
金
一
○
○
％
を
得
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
だ
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
に
は
、
当
時
、
Ｎ
Ｔ
Ｖ
株
の
四
・
四
四
％
、
閉
鎖
型
株
式
会
社
Ｐ

Ｒ
Ｔ
１
（
Ｎ
Ｔ
Ｖ
株
の
一
四
・
七
％
を
保
有
）、
メ
デ
ィ
ア
・
モ
ス
ト
（
Ｎ
Ｔ
Ｖ
と
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
広
告
時
間
を
販
売
）

株
の
一
四
・
三
一
％
、T

N
T

―T
eleseti

株
の
一
・
七
三
％
が
含
ま
れ
て
い
た
。
一
方
、
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
こ
の
時
点
で
持
ち
株
会
社
ロ
シ
ア
統
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
（
Ｕ
Ｅ
Ｓ
）
株
の
五
・
三
％
を
保
有
し

て
い
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
の
下
に
残
さ
れ
た
Ｕ
Ｅ
Ｓ
株
五
・
一
九
％
も
株
式
交
換
後
、
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
売
却
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

二
○
○
六
年
四
月
の
情
報
に
よ
る
と
、
有
力
紙
の
ひ
と
つ
、『
コ
ム
ソ
モ
ー
リ
ス
カ
ヤ
・
プ
ラ
ウ
ダ
』
や

『
ソ
ヴ
ィ
エ
ツ
キ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
』、『
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
各
紙
を
発
行
す
る
出
版
社
コ
ム
ソ
モ
ー
リ
ス
カ

ヤ
・
プ
ラ
ウ
ダ
株
の
五
○
％
強
を
保
有
す
る
プ
ロ
フ
メ
デ
ィ
ア
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
に
そ
の
全
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株
を
売
却
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
国
家
に
よ
る

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
支
配
が
ま
す
ま
す
進
も
う
と
し
て
い
る
。

３
　
傘
下
の
銀
行
も
巨
大

ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
を
支
配
す
る
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
も
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
子
会
社
だ
。
同
行
の
株
主

構
成
は
、
二
○
○
五
年
末
で
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
八
七
・
四
九
％
だ
っ
た
（
二
○
○
五
年
の
「
年
次
報
告
」）。
○
五

年
初
め
の
段
階
で
、
資
産
や
自
己
資
本
の
規
模
で
ロ
シ
ア
第
三
位
の
大
銀
行
だ
。
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、

第
一
位
は
ロ
シ
ア
・
ズ
ベ
ル
バ
ン
ク
と
い
う
中
央
銀
行
が
株
式
の
六
割
を
保
有
す
る
銀
行
で
あ
り
、
第
二

位
は
ヴ
ニ
ェ
シ
ト
ル
グ
銀
行
と
い
う
、
ほ
ぼ
一
○
○
％
の
株
式
を
国
家
が
保
有
す
る
銀
行
だ
。
な
お
、

T
he

B
anker

誌
の
資
本
金
に
よ
る
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
、
○
四
年
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
の
順
位
は
第

三
○
七
位
だ
っ
た
。
日
本
で
い
え
ば
、
第
二
八
一
位
の
鹿
児
島
銀
行
の
規
模
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ガ
ス

プ
ロ
ム
銀
行
は
親
会
社
で
あ
る
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
融
資
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
海
外
で
も

融
資
活
動
を
積
極
化
し
て
い
る
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
こ
れ
ま
で
、
そ
の
莫
大
な
資
金
力
か
ら
、
多
く
の
銀
行
の
株
式
を
保
有
し
て
き
た
。
し



第１章　ガスプロム・グループの「内部」

75

か
し
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
指
導
者
が
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
か
ら
ミ
レ
ル
に
移
っ
て
以
降
、
銀
行
や
保
険
会
社
の
株
式

保
有
が
見
直
さ
れ
、
二
○
○
一
年
か
ら
○
三
年
に
か
け
て
多
く
の
株
式
が
売
却
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
コ

ン
ツ
ェ
ル
ン
・
オ
ル
ビ
の
「
ポ
ケ
ッ
ト
銀
行
」
と
し
て
一
九
九
二
年
に
設
立
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ザ

ー
ブ
銀
行
の
場
合
、
九
五
年
の
そ
の
株
式
会
社
化
に
際
し
て
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
グ
ル
ー
プ
で
約
七
○
％
の
株

式
を
保
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
普
通
株
三
○
％
、
優
先
株
七
・
四
％
ま
で
保
有
株
を
減
ら
し
、
○
二

年
に
は
こ
の
三
七
・
四
％
の
株
式
を
同
行
経
営
陣
に
売
却
し
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
九
八
年
に
銀
行
オ
リ
ン

ピ
ー
ス
キ
ー
株
の
二
五
％
を
購
入
し
た
が
、
そ
の
後
、
○
四
年
に
株
式
の
二
○
％
が
売
却
さ
れ
た
。
銀
行

メ
ナ
テ
ッ
プ
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
と
い
っ
た
銀
行
の
株
式
（
一
五
・
二
四
％
）
も
購
入
後
、
し
ば
ら

く
し
て
売
却
さ
れ
た
。
な
お
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
○
四
年
「
年
次
報
告
」
で
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
ベ
ル
ガ
ス

プ
ロ
ム
銀
行
、
イ
ン
コ
ム
銀
行
、
ナ
ヤ
ブ
リ
ス
ク
市
銀
行
、
銀
行
オ
リ
ン
ピ
ー
ス
キ
ー
、
ロ
シ
ア
・
プ
ロ

ム
ス
ト
ロ
イ
銀
行
の
株
式
を
五
○
％
以
下
五
％
以
上
、
保
有
し
て
い
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
の
社
長
人
事
も
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
か
ら
ミ
レ
ル
へ
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
首
脳
交
代
の
影
響
を
受

け
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
二
○
○
一
年
九
月
頃
、
ヴ
ャ
ヒ
レ
フ
派
の
タ
ラ
ソ
フ
は
ユ
ー
リ
ー
・
リ
ボ

フ
と
交
代
し
た
。
リ
ボ
フ
は
ミ
レ
ル
と
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
時
代
か
ら
の
知
り
合
い
で
あ
り
、
プ
ー

チ
ン
に
近
い
コ
ー
ガ
ン
（
○
六
年
一
月
か
ら
連
邦
建
設
・
住
宅
公
営
事
業
庁
副
長
官
）
と
い
う
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
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ル
ブ
ル
ク
の
銀
行
家
の
後
押
し
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
以
前
、
政
府
銀
行
ジ
ル
ソ
ツ
銀
行
の
レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
州
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
リ
ボ
フ
は
こ
の
銀
行
を
も
と
に
一
九
九
一
年
に
レ
ン
バ
ン
ク
を
設
立
し
、

九
四
年
に
銀
行
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
改
名
、
九
七
年
十
月
、
銀
行
ド
ー
ム
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
の
傘
下
に
入
り
、
コ
ー
ガ
ン
の
銀
行
と
統
合
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
リ
ボ
フ
は
九
八
年
か
ら
○
○
年

ま
で
、
銀
行
ド
ー
ム
の
第
一
副
社
長
を
、
コ
ー
ガ
ン
は
社
長
を
務
め
た
。
そ
の
後
、
○
○
年
十
二
月
、
リ

ボ
フ
は
財
務
省
次
官
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
に
呼
ば
れ
た
。
そ
し
て
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
社
長
と
な
る
と
同
時

に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
副
社
長
（
重
役
会
副
議
長
）
に
も
抜
擢
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
人

事
は
ミ
レ
ル
派
の
登
用
と
い
う
面
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
リ
ボ
フ
は
二
○
○
二
年
十
月
末
、
辞
職
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
副
社
長
の
ポ
ス
ト
も
失
っ
た
。
こ
の
辞
職
理
由
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。

同
年
十
一
月
に
後
任
と
な
っ
た
ア
キ
モ
フ
は
ロ
シ
ア
中
央
銀
行
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
あ
る
子
会
社
ド
ナ
ウ

銀
行
の
指
導
者
の
ひ
と
り
で
、
ガ
ス
エ
ク
ス
ポ
ル
ト
社
長
に
就
任
し
て
い
た
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ヂ
ェ
フ
と
と
も

に
働
い
た
経
験
を
も
っ
て
い
る
。
ア
キ
モ
フ
は
い
わ
ば
、
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
の
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
も
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
社
長
の
ポ
ス
ト
に
あ
る
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
ダ
ミ
ー
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
二
○
○
二
年
九
月
、
ガ
ス
プ

ロ
ム
の
取
締
役
会
は
「
取
引
施
行
手
続
き
」
を
決
め
、
大
規
模
な
株
式
投
資
に
つ
い
て
は
取
締
役
会
の
事



前
承
認
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
こ
う
し
た
事
前
承
認
は
行
わ
れ
ず
、
○
五
年

四
月
の
取
締
役
会
は
同
手
続
き
自
体
を
変
更
し
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
子
会
社
が
行
う
取
引
に
対
す
る
取
締

役
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
制
限
し
、
子
会
社
に
よ
る
大
規
模
投
資
に
は
承
認
が
不
要
と
し
た
。
こ
う
し
て

子
会
社
で
あ
る
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
ダ
ミ
ー
と
し
て
使
っ
て
、
同
行
が
大
規
模
投
資
を
行

え
ば
、
親
会
社
で
あ
る
ガ
ス
プ
ロ
ム
取
締
役
会
の
監
視
を
受
け
ず
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
経
営
陣
は
比
較
的

自
由
に
大
規
模
投
資
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

二
○
○
五
年
十
二
月
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
の
取
締
役
会
は
ド
イ
ツ
の
ド
レ
ス
ナ
ー
銀
行
向
け
に
第
三
者

割
当
増
資
を
行
う
こ
と
を
株
主
に
認
め
る
よ
う
提
案
し
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
の
株
主
は
、
八
七
・
四

九
％
を
保
有
す
る
ガ
ス
プ
ロ
ム
（
本
体
）
と
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
一
○
○
％
子
会
社
の
ガ
ス
エ
ク
ス
ポ
ル
ト

（
六
・
六
四
％
）、
ほ
か
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
子
会
社（
三
・
四
九
％
）な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
か
ら（
○
四
年
末
時
点
）、

こ
の
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
は
確
実
だ
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行

株
の
保
有
比
率
は
八
七
・
四
九
％
か
ら
六
六
・
六
七
％
ま
で
低
下
し
、
ド
レ
ス
ナ
ー
銀
行
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀

行
株
の
三
分
の
一（
三
○
％
説
も
あ
る
）
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
増
資
分
の
最
低
売
却
額
は
二
三
二
億

ル
ー
ブ
ル
に
設
定
さ
れ
た
。
ド
レ
ス
ナ
ー
銀
行
は
下
部
機
関
の
投
資
銀
行
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
の

資
産
評
価
を
し
た
り
、
同
行
自
体
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
巨
額
の
融
資
を
し
た
り
す
る
関
係
に
あ
り
、
今
後
、
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こ
う
し
た
関
係
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
は
将
来
、
株
式
公
開
に
踏

み
切
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ド
レ
ス
ナ
ー
銀
行
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
の
こ
う
し
た
将
来
性
に
も
賭

け
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
二
○
○
六
年
六
月
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
は
株
価
上
昇
か
ら
ド
レ
ス
ナ
ー
銀
行
へ
の
第
三
者
割

当
増
資
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、
増
資
す
る
六
六
七
万
株
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
子
会
社
ガ
ス
フ
ォ
ン
ド
に
売

却
す
る
こ
と
に
し
た
。
取
引
額
は
三
四
六
億
ル
ー
ブ
ル
に
の
ぼ
る
。

４
　
地
方
の
顔
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
子
会
社

ガ
ス
プ
ロ
ム
の
地
方
を
本
拠
地
と
す
る
採
掘
子
会
社
や
輸
送
子
会
社
が
地
方
に
お
け
る
有
力
会
社
と
し

て
の
地
位
を
築
い
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
た
め
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
連
邦
政
府
だ
け
で

な
く
、
各
地
方
政
府
に
大
き
な
発
言
力
を
有
し
て
い
る
。
一
九
九
八
年
か
ら
二
○
○
○
年
に
か
け
て
の
地
方

の
有
力
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
調
査
し
た
拙
稿
「
ロ
シ
ア
の
地
方
金
融
産
業
グ
ル
ー
プ
」（
文
献
リ

ス
ト

参
照
）
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
段
階
で
ト
ゥ
ー
ラ
州
で
は
ツ
ェ
ン
ト
ル
ガ
ス
の
ソ
コ
ロ
フ
ス
キ

ー
、
ス
タ
ヴ
ロ
ポ
リ
地
方
で
は
カ
フ
カ
ス
ト
ラ
ン
ス
ガ
ス
の
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
な
ど
が
有
力
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
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と
し
て
君
臨
し
て
い
た
。
い
ず
れ
も
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
子
会
社
だ
。

５
　
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
よ
る
シ
ブ
ネ
フ
チ
買
収

こ
こ
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
グ
ル
ー
プ
は
内
外
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
グ
ル
ー
プ
を
め
ぐ
る
権
力
闘
争
が
繰
り
返
し
展
開
さ
れ
て
き
た
わ
け

だ
。
二
○
○
四
年
か
ら
○
五
年
に
か
け
て
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
株
式
の
国
家
保
有
比
率
の
引
上
げ
と
、
国
営

石
油
会
社
ロ
ス
ネ
フ
チ
と
の
合
併
問
題
が
浮
上
し
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
、
政
府
を
巻
き
込
ん
だ

権
力
闘
争
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
こ
こ
で
は
、
○
五
年
九
月
に
明
ら
か

に
な
っ
た
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
よ
る
シ
ブ
ネ
フ
チ
株
取
得
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
シ
ブ
ネ
フ
チ
株
の
七
二
・
六
六
三
％
を
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
支
配
す
る
ミ
ル
ハ
ウ

ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（M

illhouse
C

apital
）
か
ら
一
三
○
億
九
一
○
○
万

で
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
○
○
五
年
九
月
二
十
八
日
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
同
株
を
取
得
し
た
。
○
五
年
十
月
の
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
取
締

役
会
は
、
同
取
引
を
承
認
す
る
と
同
時
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
が
取
得
済
み
の
三
・
○
一
六
％
の
購
入
を

決
定
し
た
。
形
式
的
に
は
、
シ
ブ
ネ
フ
チ
株
の
五
九
・
○
一
六
％
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
本
体
が
保
有
し
、
一
六
％



は
オ
ラ
ン
ダ
に
あ
る
ガ
ス
プ
ロ
ム
子
会
社
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（G

azprom
Finance

B
.V

.

）
が

保
有
す
る
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
ロ
ス
ネ
フ
チ
と
の
合
併
は
断
念
し
た
が
、
シ
ブ
ネ
フ
チ
を
支
配
下
に
お
く
こ

と
で
、
メ
ジ
ャ
ー
と
同
じ
よ
う
に
石
油
も
ガ
ス
も
支
配
す
る
巨
大
資
本
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
、

シ
ブ
ネ
フ
チ
の
原
油
採
掘
量
は
○
五
年
の
三
三
○
○
万

か
ら
一
○
年
に
は
二
分
の
一
の
一
七
三
○
万

ま
で
急
減
す
る
と
の
見
通
し
も
あ
り
、
こ
の
買
収
が
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
と
っ
て
吉
と
出
る
か
ど
う
か
は
不
透

明
だ
。
原
油
二
・
六
四
億

、
天
然
ガ
ス
四
八
一
五
億
立
方

の
埋
蔵
量
が
あ
る
と
さ
れ
る
サ
ハ
リ
ン
1

に
つ
い
て
、
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
も
つ
権
益
二
○
％
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
買
い
取
る
構
想
も
あ
る
。
ガ
ス
プ
ロ
ム

は
ロ
シ
ア
国
内
で
採
掘
さ
れ
る
ガ
ス
す
べ
て
に
対
す
る
輸
出
権
を
維
持
し
た
い
と
い
う
目
的
か
ら
、
サ
ハ

リ
ン
1
の
権
益
の
三
○
％
を
有
す
る
エ
ク
ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル
か
ら
サ
ハ
リ
ン
1
で
採
掘
さ
れ
る
す
べ
て
の

ガ
ス
を
購
入
し
た
い
意
向
も
あ
る
。

シ
ブ
ネ
フ
チ
の
取
締
役
会
は
二
○
○
六
年
三
月
二
十
九
日
、
五
月
十
三
日
か
ら
ガ
ス
プ
ロ
ム
ネ
フ
チ
と

名
称
変
更
し
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
へ
の
登
録
を
決
定
し
た
。
シ
ブ
ネ
フ
チ
の
社
長
で
あ
る
シ
ヴ
ィ

ド
レ
ル
は
辞
任
し
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
重
役
会
副
議
長
を
務
め
る
リ
ャ
ザ
ノ
フ
が
社
長
（
重
役
会
議
長
）
に
就

任
し
た
。
シ
ブ
ネ
フ
チ
が
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
と
と
も
に
共
同
所
有
者
で
あ
っ
た
石
油
会
社
ス
ラ
ヴ
ネ
フ
チ
に

つ
い
て
は
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
か
ら
株
式
を
購
入
し
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
傘
下
に
入
れ
る
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
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ガ
ス
プ
ロ
ム
・
グ
ル
ー
プ
の
海
外
進
出

ガ
ス
プ
ロ
ム
・
グ
ル
ー
プ
の
海
外
進
出
状
況
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。
表
10
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
海
外
に
積
極
的
に
進
出
し
て
い
る
。
多
く
は
幹
線
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
運
営
・
管
理
の
た
め

の
会
社
だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
な
ど
に
つ
い
て
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
も
め
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
五
年
一
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
たR

osU
krE

nergo

社
（
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
の
一

○
○
％
子
会
社
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
銀
行
〈R

aiffeisenbank

〉
の
下
部
組
織
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ

ン
・
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
〈R

aiffeisen
Investm

ent

〉
と
の
合
弁
会
社
で
ス
イ
ス
に
登
録
）
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

お
け
る
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
ガ
ス
の
供
給
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

E
uralT

ransG
as

が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
た
（
当
初
は
イ
テ
ラ
）。
こ
う
し
た
複
雑
な
形
態
を
つ
く

っ
た
背
後
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ク
チ
マ
大
統
領
と
い
っ
た
政
治
家
が
不
正
を
働
く
た
め
に
、
あ
え
て
わ

か
り
に
く
い
ス
キ
ー
ム
を
つ
く
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ガ
ス
供
給
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
完
全
に
依
存
し
て
い
る
の
は
、
バ
ル
ト
三
国
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ガ
ス
消
費
量
の
九
割
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
て
い
る
。
チ
ェ
コ
、
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海外進出状況（2004年末）

持ち株比率など概要

50％。ガスプロムの子会社ガスエクスポルトが株式保有

100％。ガスプロムの子会社ガスエクスポルトが株式保有
100％
50％
35％。Wintershallは65％

25％。フィンランドのFortumは25％，フィンランド政府は25％，ドイツのRuhrgasは20％

50％。ガスプロムの子会社ガスエクスポルトが株式保有

100％
100％

50％。ガスプロムの子会社ガスエクスポルトが株式保有

50％。ガスプロムの子会社ガスエクスポルトが株式保有

100％
50％

50％

45％
40％

100％

45％。1997年8月，設立合意

100％。1995年設立。98年に株式取得
50％。1991年設立。ガスプロムの子会社ガスエクスポルトが株式保有

37％（900万ドル）。ドイツのRuhrgasは26％，フィンランドのFortumは10％

40％。1994年設立。97年までに株式の40％を取得。ガスプロムの子会社ガス
エクスポルトが株式保有。その後，50％にまで買い増したという情報も。もう
10％はガスプロムが共同設立者であるInterprocomが保有しているという情報
もある。ハンガリー側の企業はMOL
25％

25％（34％，2005年末）

37.1％。ガスプロムが34％を取得した2004年3月時点で，リトアニア政府は24.36％，
Ruhrgasとその親会社のE.ON Energieは35.49％。その後，E.ON/Ruhrgasは38.9％
99％
30％

50％（正確には50％＋１株）

48％。ポーランド石油ガス会社（POGC,PGNiG）は48％，Gas Tradingは4％。
ヤマルパイプラインのポーランド国内部分を管理
35％。ガスプロムの子会社ガスエクスポルトが株式保有

50％

50％
up to 16.3％。チェコ，ドイツ，オーストリアへのガス輸出パイプラインのオペ
レーター。2002年にGaz de FranceとRuhrgasはそれぞれ24.49％を取得

45％（75％まで引き上げる予定）

50％

45％。Turkmenneftegazは51％，イテラは4％。1996年8月設立合意

25％。ガスプロムの子会社ガスエクスポルトが株式保有
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国 名 会社名 活 動

オーストリア Gas und Warenhandeslgesellschaft GmbH ガス販売

ドイツ ZGG ガス供給
ZMB ガス供給
Wintershall Erdgas Handelshaus GmbH（WIEH）ガス供給
WINGAS GmbH ガス輸送・販売

フィンランド Gazum ガス販売

フランス Fragaz ガス販売

英 国 Gazprom Marketing and Trading ガス供給
Gazprom UK 投 資

ギリシャ Prometheus Gas 貿 易

イタリア Promgaz ガス販売

オランダ Gazprom Finance B.V. 投 資
Blue Stream Pipeline Company B.V. 建設，ガス輸送

スイス RosUkrEnergo ガス輸送，石油探査・生産

トルコ Turusgaz ガス販売
Bosphorus Gaz Corporation ガス輸送

キプロス Leadville Investments 投 資

アルメニア Armrosgazprom ガス輸送・販売

ブルガリア Topenergy ガス供給・ガス設備建設
Overgas ガス供給

エストニア Esti Gaas ガス供給

ハンガリー Panrusgas ガス輸入

BorsodChem 石油化学

ラトビア Latvijas Gaze ガス輸送・販売

リトアニア Lietuvos Dujos ガス輸送・販売

Kaunas Power Station 発電所
Stella Vitae ガス輸送・販売

モルドバ Moldovagaz ガス輸送・販売

ポーランド EuRoPol Gaz ガス輸送・販売

Gaz Trading ガス輸入

ルーマニア Wintershall Erdgas Handelshaus Zug A.G.（WIEE）ガス供給

スロバキア Slovrusgaz ガス販売
Slovensky Plynarensky Priemysel（SPP） ガス供給

アルメニア Armrosgazprom ガス輸送・販売

カザフスタン KazRosGaz ガス輸送・販売

トルクメニスタン Turkmenrosgaz ガス輸送・販売

ユーゴスラビア Progresgaz Trading ガス販売

（出所）〔70〕Dec. 11th, 2004, p.61,〔29〕ほか，各種資料から作成。

表10 ガスプロムの主な



オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ト
ル
コ
も
ほ
ぼ
三
分
の
一
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
依
存
し
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ド
イ
ツ
は
ガ
ス
消
費
の
四
割
、
イ
タ
リ
ア
も
三
割
ほ
ど
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
頼
っ
て
い
る
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
は

バ
ル
ト
三
国
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
警
戒
感
を
解
く
た
め
に
も
、
長
期
契
約
を
結
ん
で
安
定
的
な
ガ
ス
供
給

を
約
束
し
て
い
る
。
し
か
し
、
バ
ル
ト
三
国
を
含
め
て
Ｅ
Ｕ
各
国
は
ガ
ス
輸
入
先
の
多
様
化
を
進
め
て
お

り
、
今
後
と
も
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
影
響
力
が
維
持
さ
れ
る
保
証
は
な
い
。

特
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
三
七
・
一
％
の
株
式
を
保
有
す
る
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ガ
ス
会
社Lietuvos

D
ujos

を
め
ぐ
っ
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
政
府
と
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
間
で
対
立
が
尖
鋭
化
し
て
い
る
。
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
で
あ
る
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ル
ー
ト
に
反
対
す
る
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ア
ダ
ム
ク
ス
大
統
領
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム

と
対
立
関
係
に
あ
り
、
破
綻
し
た
石
油
会
社
ユ
コ
ス
の
保
有
す
る
、
リ
ト
ア
ニ
ア
のM

azeikiu
N

afta

株

を
購
入
し
た
が
っ
て
い
る
ガ
ス
プ
ロ
ム
側
の
も
く
ろ
み
を
妨
害
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
会
社
に
売
却
し
た
。

Ｅ
Ｕ
で
は
、
段
階
的
に
ガ
ス
を
取
り
巻
く
規
制
緩
和
が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
動
き
に
注
目

す
る
必
要
が
あ
る
。
二
○
○
○
年
八
月
に
始
ま
っ
た
自
由
化
の
影
響
で
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
○
三
年
に
イ
タ

リ
ア
の
Ｅ
Ｎ
Ｉ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
Ｏ
Ｍ
Ｖ
と
ガ
ス
契
約
を
見
直
し
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
か
ら
輸
入
し
た
ガ
ス

の
再
輸
出
を
認
め
た
。
○
五
年
に
は
、
最
大
の
輸
出
先
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
Ｅ
・
Ｏ
Ｎ
と
の
間
で
も
、
第
三

者
へ
の
転
売
を
禁
じ
た
仕
向
地
条
項
を
撤
廃
し
た
。
○
四
年
七
月
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
は
卸
売
段
階
で
の
規
制
を

84
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緩
和
し
、
Ｅ
Ｕ
の
あ
ら
ゆ
る
企
業
か
ら
ガ
ス
や
電
力
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｅ
Ｕ
で
は
、
二
○
○
七
年
七
月
か
ら
は
小
売
段
階
の
規
制
緩
和
も
行
わ
れ
る
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
ド
イ
ツ

に
お
い
て
は
す
で
に
、W

hintershall

と
の
間
で
合
弁
の
国
内
ガ
ス
輸
送
・
販
売
会
社
ウ
ィ
ン
ガ
ス

（W
IN

G
A

S

）
を
設
立
し
、
ガ
ス
の
小
売
り
に
ま
で
進
出
し
て
い
る
。
英
国
に
あ
る
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
ア
ン
ド
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
（G

azprom
M

arketing
and

T
rading

）
は
○
五
年
に
英
国
の
最

終
消
費
者
へ
の
燃
料
供
給
許
可
を
当
局
に
申
請
し
て
い
る
（
別
の
報
道
で
は
、
す
で
に
許
可
を
取
得
し
た
と
い

う
）。
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
英
国
の
大
規
模
ガ
ス
配
送
会
社
セ
ン
ト
リ
カ
（Centrica

）
の
買
収
に
関
心
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
英
国
政
府
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
立
場
か
ら
、
こ
う
し
た
会
社
の
買
収
を

政
府
が
阻
止
で
き
る
よ
う
、
法
律
改
正
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

二
○
○
七
年
の
Ｅ
Ｕ
の
自
由
化
を
前
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
○
六
年
か
ら
イ
タ
リ
ア
で
も
小
売
業
に
進
出

す
る
こ
と
に
し
た
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
○
○
年
五
月
の
立
法
化
で
、
○
三
年
一
月
一
日
か
ら
一
○
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
、
ひ
と
つ
の
会
社
が
最
終
消
費
者
に
ガ
ス
を
五
○
％
を
超
え
て
販
売
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の
販
売
シ
ェ
ア
は
五
○
％
を
超
え
て
い
た
た
め
、
Ｅ
Ｎ
Ｉ
は
国
内

の
小
売
市
場
を
開
放
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
イ
タ
リ
ア
の
Ｅ
Ｎ
Ｉ
の
協
力
を
得
て
、
合
弁
会
社C

entral
E

nergy
Italian

G
as
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H
olding

A
.G

.

を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
設
立
し
、
二
○
二
七
年
ま
で
年
二
○
億
立
方

の
販
売
を
行
う
計
画

だ
。
Ｅ
Ｎ
Ｉ
は
合
弁
会
社
に
ス
ロ
バ
キ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
境
か
ら
ト
ラ
ン
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ガ

ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
る
ガ
ス
輸
送
権
や
イ
タ
リ
ア
国
内
で
の
最
終
消
費
者
へ
の
直
接
販
売
権
を
渡
す
こ

と
に
な
る
。
合
弁
会
社
の
設
立
者
は
、
ガ
ス
エ
ク
ス
ポ
ル
ト
の
子
会
社
Ｚ
Ｍ
Ｂ（
株
式
の
二
五
・
一
％
）、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
会
社
セ
ン
ト
レ
ッ
ク
ス
（Centrex

E
urope

E
nergy

&
G

as

〈
四
一
・
五
七
％
〉）、
グ
ラ
ネ
リ

一
族
（
三
三
・
三
三
％
）
で
あ
る
。
セ
ン
ト
レ
ッ
ク
ス
は
○
三
年
に
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
子

会
社I.D

.F.A
nlagegesellschaft

（
株
式
の
八
○
％
）
と
投
資
基
金R

.N
.Privatschtiftung

（
二
○
％
）
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
だ
か
ら
、
事
実
上
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
がCentral

E
nergy

Italian
G

as
H

olding

A
.G

.

の
資
本
金
の
五
八
％
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
二
○
○
五
年
五
月
に
署
名
さ
れ
た
契
約
だ
が
、
○
五
年
十
月
、
契
約
は
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
合
弁
会
社
の
設
立
者
の
な
か
に
、
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
首
相
の
テ
レ
ビ
ビ
ジ
ネ
ス
の

パ
ー
ト
ナ
ー
が
含
ま
れ
て
お
り
、
首
相
の
権
力
濫
用
に
か
ら
む
不
正
取
引
の
疑
い
が
あ
る
た
め
だ
。
セ
ン

ト
レ
ッ
ク
ス
の
株
主
の
う
ち
、R

.N
.Privatschtiftung

の
「
恩
恵
享
受
者
」
の
ひ
と
り
は
ト
レ
ー
ダ
ー

会
社Jurim

ex

の
所
有
者
ノ
ヴ
ィ
コ
フ
ス
キ
ー
と
み
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
銀
行
の
幹
部
で
あ

っ
た
ア
キ
モ
フ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
、
彼
の
支
配
下
に
あ
る
会
社
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
製
油
所
へ
の
原
油
供
給



で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
う
な
る
と
、
こ
の
取
引
に
大
き
な
疑
惑
が
潜
ん
で
い
る
と
い
え
そ

う
だ
。
あ
る
い
は
、
グ
ラ
ネ
リ
と
い
う
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
首
相
の
友
人
の
名
前
も
こ
の
合
弁
会
社
の
設
立

者
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
こ
う
し
た
外
国
投
資
で
儲
か
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
少
数
株

主
の
ひ
と
つ
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
基
金
の
ヴ
ァ
ジ
ム
・
ク
レ
イ
ネ
ル
の
主
張
も
あ
る
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
企
業

統
治
が
健
全
化
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
経
済
的
と
は
い
え
な
い
海
外
投
資
に
つ
い
て
は
見
直
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
ロ
シ
ア
政
府
は
一
体
感
を
強
め
て
お
り
、
経
済
性
の
優
先
は

難
し
い
と
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

表
10
に
は
な
い
が
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
海
外
で
の
探
鉱
に
も
乗
り
出
し
て
い
る
。
二
○
○
三
年
の
「
年
次

報
告
」
に
よ
れ
ば
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
ル
ク
オ
イ
ル
と
対
等
の
条
件
で
、
合
弁
会
社T

sentrK
aspneftegaz

を
設
立
し
、
カ
ス
ピ
海
北
部
の
地
質
調
査
に
着
手
し
た
。
べ
ト
ナ
ム
で
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
ペ
ト
ロ
・
べ

ト
ナ
ム
と
の
共
同
作
業
で
最
初
の
試
掘
井
の
ボ
ー
リ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
イ
ン
ド
で
は
、
国
有
のG

az

A
toriti

of
India

と
と
も
に
ベ
ン
ガ
ル
湾
北
部
の
地
質
調
査
を
継
続
中
だ
。
イ
ラ
ン
で
は
、
ガ
ス
コ
ン
デ

ン
セ
ー
ト
地
域
の
第
二
・
第
三
次
の
開
発
作
業
が
完
了
し
た
。
一
九
九
七
年
に
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
、
フ
ラ

ン
ス
の
ト
タ
ー
ル
（T

otal

）、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
ト
ロ
ナ
ス
（Petronas

）
が
南
イ
ラ
ン
の
ガ
ス
鉱
区
開
発
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で
合
意
し
た
。
○
五
年
に
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
株
式
の
六
○
・
一
％
を
保
有
す
る
ザ
ル
ベ
ジ
ネ
フ
チ
ガ
ス

が
べ
ネ
ズ
エ
ラ
の
大
陸
棚
の
ガ
ス
開
発
権
を
獲
得
し
た
。

１
　
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
増
加

天
然
ガ
ス
は
石
油
に
比
べ
て
、
輸
送
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
長
期
取
引
を
前
提
に
敷
設
さ
れ
る
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
取
引
が
中
心
と
な
り
、
ス
ポ
ッ
ト
取
引
は
行
わ
れ
に
く
か
っ
た
。
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
に
し

て
も
、
液
化
設
備
や
輸
送
船
な
ど
に
多
額
の
初
期
投
資
を
必
要
と
す
る
た
め
、
長
期
契
約
が
多
く
、
ス
ポ

ッ
ト
取
引
は
敬
遠
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
原
油
価
格
に
比
べ
て
ガ
ス
価
格
は
安
定
的
に
推
移
し
て
き

た
と
い
え
る
。
近
年
、
比
較
的
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
天
然
ガ
ス
へ
の
評
価
が
高
ま
り
、
ジ

ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
か
ら
借
用
し
て
生
ま
れ
た
発
電
の
新
技
術
で
あ
るcom

bined
cycle

gas
turbine

（
Ｃ

Ｃ
Ｇ
Ｔ
）
に
よ
っ
て
、
天
然
ガ
ス
需
要
が
大
き
く
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
液
化
設
備
の
建
設
が
進
み
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
送
船
も
増
え
、
臨
機
応
変
に
需
要
の
変
化

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
二
○
○
四
年
に
お
い
て
、
天
然
ガ
ス
全
体
の
七
割
は
国
内
消
費

に
回
さ
れ
て
い
る
が
、
三
割
が
貿
易
取
引
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
る
も
の
だ
が
、

88



第１章　ガスプロム・グループの「内部」

89

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
全
体
に
占
め
る
割
合
は
六
・
六
％
だ
っ
た
。
今
後
も
、
こ
の
割
合
が
急
速
に
伸
び
る
も
の
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
関
連
設
備
費
の
大
幅
低
下
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。

天
然
ガ
ス
の
ス
ポ
ッ
ト
市
場
も
拡
大
す
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
世
界
の
天
然
ガ
ス
の
四
分
の
一
を
毎

日
、
消
費
し
て
い
る
米
国
で
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
二
○
○
二
年
に
天
然
ガ
ス
供
給
の
一
％
し
か
占
め
て
い
な
か

っ
た
が
、
二
○
年
に
は
二
○
％
を
上
回
る
ま
で
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
欧
州
市
場
へ
の
ス
ポ
ッ
ト

契
約
に
基
づ
く
ガ
ス
供
給
は
○
四
年
に
年
約
四
○
億
立
方

か
ら
、
○
八
年
に
八
○
億
〜
一
○
○
億
立

方

に
ま
で
増
加
す
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
石
油
だ
け
で
な
く
ガ
ス
も
産
出
す
る
サ
ハ
リ
ン
2
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
年
産
九
六
○
万

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
生
産
す
る
設
備
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
世

界
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
消
費
の
八
％
に
あ
た
る
巨
大
設
備
だ
。
生
産
さ
れ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
う
ち
八
○
○
万

は
す
で
に

長
期
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
○
五
年
七
月
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・
シ
ェ
ル
（
以
下
、

シ
ェ
ル
）
の
ト
ッ
プ
は
、
前
者
が
サ
ハ
リ
ン
2
の
開
発
主
体
で
あ
る
サ
ハ
リ
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
株
の
二

五
％
＋
一
株
を
得
る
代
わ
り
に
、
後
者
が
ガ
ス
開
発
の
合
弁
会
社
ザ
ポ
リ
ャ
ル
ノ
エ
・
ネ
オ
コ
ム
の
五

○
％
を
取
得
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
（
ガ
ス
プ
ロ
ム
へ
渡
す
持
ち
分
を
捻
出
す
る
た
め
、
サ
ハ
リ
ン
・
エ
ナ
ジ

ー
株
の
二
五
％
を
保
有
す
る
三
井
サ
ハ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
と
二
○
％
を
も
つ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ガ
ス
・
サ
ハ

リ
ン
が
そ
の
株
式
の
一
部
を
シ
ェ
ル
側
に
売
却
す
る
可
能
性
が
強
ま
っ
て
い
る
）。



ガ
ス
プ
ロ
ム
も
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
。
同
社
は
シ
ュ
ト
ク
マ
ン
・
ガ
ス
コ
ン
デ
ン
サ
ー
ト
鉱

区
の
開
発
に
伴
い
、
年
産
一
五
○
○
万

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
生
産
を
計
画
中
だ
。
二
○
一
一
年
ま
で
に
ロ
シ
ア
の

Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
米
国
に
輸
出
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
た
だ
、
サ
ハ
リ
ン
2
で
は
、
ク
ジ
ラ
に
対
す
る
配
慮
や

環
境
問
題
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
ル
ー
ト
変
更
な
ど
が
か
ら
み
、
そ
の
開
発
費
が
二
○
○
億

に
ま
で
膨

れ
上
が
る
模
様
で
計
画
が
遅
れ
て
い
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
生
産
物
分
与
協
定
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ

て
お
り
、
途
中
で
投
資
が
増
加
す
る
か
ら
と
い
っ
て
も
ロ
シ
ア
側
の
了
解
を
と
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
が
サ
ハ
リ
ン
2
に
割
り
込
も
う
と
し
て
い
る
背
景
に
は
、
ガ
ス
輸
出
権
を
死
守
し
た
い
と

い
う
も
く
ろ
み
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
法
律
に
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
を
迂
回
し
た
ガ
ス
輸
出
を
直
接
、
禁
止
す

る
規
定
は
存
在
し
な
い
（
二
○
○
六
年
七
月
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
排
他
的
ガ
ス
輸
出
権
を
固
定
化
す
る
た
め
の
ガ
ス

輸
出
法
が
制
定
さ
れ
た
）
が
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
は
ガ
ス
輸
出
に
従
事
で
き
る
の
は
同
社
だ
け
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
主
張
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
サ
ハ
リ
ン
2
に
つ
い
て
も
、
主
導
権
は
握
れ
な
い
に
し
て
も
、

ガ
ス
プ
ロ
ム
が
ガ
ス
輸
出
に
参
画
す
る
こ
と
で
自
ら
の
影
響
力
を
行
使
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
も
う

ひ
と
つ
の
目
的
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
技
術
の
取
得
で
、
シ
ェ
ル
か
ら
の
技
術
移
転
を
求
め
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
前
記
の
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
一
連
の
自
由
化
策
も
、
ス
ポ
ッ
ト
的
に
ガ
ス
市
場
に
供
給
さ
れ
る
再
販

ガ
ス
を
増
加
さ
せ
、
市
場
が
ま
す
ま
す
厚
み
を
増
す
こ
と
に
な
る
の
は
確
実
だ
。
こ
う
考
え
る
と
、
ガ
ス
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パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
こ
れ
か
ら
も
長
く
重
要
な
輸
送
手
段
で
あ
り
つ
づ
け
る
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。
そ
う

し
た
事
態
ま
で
見
込
む
と
、
ガ
ス
価
格
の
競
争
が
厳
し
さ
を
増
し
、
一
段
と
経
済
性
重
視
の
傾
向
が
強
ま

る
だ
ろ
う
。

２
　
外
資
の
ロ
シ
ア
進
出

石
油
も
ガ
ス
も
取
り
扱
っ
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
は
、
そ
の
半
分
が
外
資
で
あ
る
Ｂ
Ｐ
に
よ
っ
て
保
有

さ
れ
て
い
る
。
同
社
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
に
あ
る
コ
ヴ
ィ
ク
タ
・
ガ
ス
田
の
開
発
を
主
導
し
て
い
る
。
鉱

区
開
発
権
を
も
つ
ル
シ
ア
・
ペ
ト
ロ
リ
ア
ム
の
株
式
の
六
二
・
四
二
％
を
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
が
保
有
し
て
い
る

（
二
五
・
八
二
％
は
イ
ン
タ
ー
ロ
ス
、
一
○
・
七
八
％
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
が
保
有
）。
当
初
の
計
画
よ
り
も
開
発

が
遅
れ
て
い
た
が
、
二
○
○
六
年
か
ら
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
に
開
発
早
期
の
ガ
ス
が
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
そ
う
だ
。
た
だ
、
こ
の
ガ
ス
田
開
発
に
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ガ
ス
プ
ロ
ム
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
に
慎
重
な
姿
勢
を
み
せ
て
い
る
。
○
六
年
二
月
に
は
、
Ｔ
Ｎ

Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
態
で
の
開
発
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
提
案
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
情
報
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
五
○
％
＋
一
株
の
持
ち
分
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
握
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る
と
い
う
条
件
だ
。
し
か
し
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
コ
ヴ
ィ
ク
タ
・
ガ
ス
田
開
発
へ
の
慎
重
姿
勢
に
変
化
が
み

ら
れ
る
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。

一
方
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
一
九
九
七
年
十
一
月
、
シ
ェ
ル
と
戦
略
的
合
意
を
結
び
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
ガ
ス

田
開
発
に
か
ら
ん
で
液
化
天
然
ガ
ス
を
生
産
す
る
合
弁
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
九
八
年
に

は
、
イ
タ
リ
ア
の
Ｅ
Ｎ
Ｉ
と
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
間
で
、
同
種
の
合
意
が
締
結
さ
れ
た
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
と
ド
イ
ツ
の
ガ
ス
会
社
Ｅ
・
Ｏ
Ｎ
ル
ー
ル
ガ
ス
（
二
○
○
○
年
にV

eba

とV
iag

が
合
併
し

Ｅ
・
Ｏ
Ｎ
と
な
り
、
○
二
年
ル
ー
ル
ガ
ス
を
買
収
し
て
子
会
社
化
）
は
、
二
○
○
四
年
七
月
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
が

欧
州
に
お
け
る
ル
ー
ル
ガ
ス
網
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
代
わ
り
に
、
ユ
ジ
ノ
・
ル
ー
ス
コ
エ
・

ガ
ス
田
の
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
と
い
う
議
定
書
に
署
名
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
Ｅ
・
Ｏ
Ｎ
ル
ー

ル
ガ
ス
は
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
株
式
の
六
・
五
％
（
○
五
年
末
）
を
保
有
し
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
取
締
役
を
送
り
込

む
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
ド
イ
ツ
の
別
の
会
社
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
と
の
関
係
強
化
を
進
め
て
い
る
。
二

○
○
三
年
に
は
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
の
一
○
○
％
子
会
社W

hintershall

は
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
と
も
に
ウ
レ
ン
ゴ

イ
・
ガ
ス
田
の
一
部
の
開
発
の
た
め
に
ア
チ
ム
ガ
ス
を
設
立
し
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
○
五
年

四
月
、
ウ
ィ
ン
ガ
ス
（W

hintershall

と
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
合
弁
会
社
と
し
て
設
立
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
持
ち
株
比
率
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は
三
五
％
）
株
の
一
五
％
を
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
一
○
○
％
子
会
社
セ
ー
ヴ
ェ
ル
ネ
フ
チ
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
の
五

○
％
マ
イ
ナ
ス
一
株
と
交
換
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
の
合
弁
会
社
に
よ
る
ガ

ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ル
ー
ト
建
設
も
合
意
し
た
か
ら
、
以
上
に
よ
り
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
ガ

ス
の
採
掘
か
ら
輸
送
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
至
る
ま
で
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
と
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
な
が
ら
、
安

定
的
に
ロ
シ
ア
産
ガ
ス
を
ド
イ
ツ
に
輸
入
で
き
る
体
制
を
構
築
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
○
六
年
四
月

に
締
結
さ
れ
た
合
意
に
よ
る
と
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
ウ
ィ
ン
ガ
ス
の
持
ち
分
を
五
○
％
マ
イ
ナ
ス
一
株
ま
で

増
加
さ
せ
る
代
わ
り
に
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
セ
ー
ヴ
ェ
ル
ネ
フ
チ
ガ
ス
プ
ロ
ム
株
の
二
五
％
マ
イ
ナ
ス
一
株
と

投
票
権
の
な
い
株
一
○
％
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
か
ら
取
得
す
る
と
い
う
も
の
で
、
最
初
の
合
意
と
若
干
変
更
さ

れ
た
内
容
に
ま
と
ま
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ル
ー
ト
の
天
然
ガ
ス
の

源
泉
鉱
区
の
ひ
と
つ
に
対
し
て
三
五
％
の
権
益
を
保
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

他
方
、
Ｅ
・
Ｏ
Ｎ
と
の
間
で
は
、
二
○
○
六
年
七
月
に
合
意
が
成
立
し
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
Ｅ
・
Ｏ
Ｎ
に

完
全
に
属
し
て
い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
会
社
、
qE

.O
N

Foldgaz
Storage

、
wE

.O
N

Foldgaz
T

rade

、

eE
.O

N
H

ungaria

の
株
式
の
一
部
（
q
、
w
は
五
○
％
マ
イ
ナ
ス
一
株
、
e
は
二
五
％
＋
一
株
）
を
受
け
取

る
代
わ
り
に
、
セ
ー
ヴ
ェ
ル
ネ
フ
チ
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
株
式
の
二
五
％
マ
イ
ナ
ス
一
株
を
Ｅ
・
Ｏ
Ｎ
に
譲
渡

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
受
け
取
り
分
の
価
値
が
少
な
い
た
め
、
差
額
は
Ｅ
・
Ｏ
Ｎ
が
補
償
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金
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
外
資
が
上
流
権
益
を
取
得
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
輸
送
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
権
益
ま
で
も
っ

て
自
国
ま
で
ガ
ス
を
輸
入
で
き
る
体
制
は
な
か
な
か
見
当
た
ら
な
い
。
外
資
に
と
っ
て
ロ
シ
ア
国
内
の
ガ

ス
開
発
権
が
取
得
し
に
く
い
こ
と
や
、
長
期
の
価
格
契
約
上
の
利
害
調
整
が
困
難
と
い
っ
た
理
由
が
あ
る
。

ほ
か
に
も
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
保
有
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
許
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
ネ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
る
。

外
資
に
よ
る
独
立
系
ガ
ス
会
社
株
の
取
得
に
も
障
害
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
ト
タ
ー
ル
は
天
然
ガ
ス
埋

蔵
量
一
兆
六
八
○
○
億
立
方

、
原
油
埋
蔵
量
二
億
五
二
○
○
万

を
保
有
す
る
と
み
ら
れ
る
ノ
ヴ
ァ
テ

ク
株
の
二
五
％
＋
一
株
を
ロ
シ
ア
の
会
社
か
ら
八
億
五
○
○
○
万

で
購
入
す
る
こ
と
に
二
○
○
四
年
九

月
に
合
意
し
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
連
邦
反
独
占
局
の
許
可
が
遅
れ
、
結
局
、
ト
タ
ー
ル
は
こ
の
取
引
を
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
ノ
ヴ
ァ
テ
ク
は
○
五
年
七
月
、
ロ
ン
ド
ン
市
場
で
株
式
を
公
開
し
時
価
が

急
上
昇
し
た
結
果
、
当
初
の
価
格
で
の
購
入
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
だ
。
な
お
、
ノ
ヴ
ァ
テ
ク
は
○
六
年

六
月
、
そ
の
株
式
の
一
九
・
九
％
を
ガ
ス
プ
ロ
ム
に
二
○
億
〜
二
五
億

で
売
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ガ
ス
プ
ロ
ム
と
の
関
係
を
密
接
に
し
て
、
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
ね
ら
い
が
あ

る
。




